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春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る
川

開
き
祭
が
、
3
月
1
日
に
下
新
町
の
発
船

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
球
磨
川
下
り
の

事
業
再
生
を
目
指
し
、
１
月
に
上
天
草
市

の
株
式
会
社
シ
ー
ク
ル
ー
ズ
と
業
務
提
携

し
て
初
の
実
施
。

　

式
典
に
は
、
招
待
客
や
観
光
関
係
者
な

ど
約
80
人
が
参
加
。
安
全
航
行
を
祈
願
す

る
神
事
が
行
わ
れ
、
船
頭
代
表
の
上
村

富ふ

じ

お
士
夫
さ
ん
が
「
運
航
の
安
全
を
守
り
、

お
客
様
を
も
て
な
す
心
を
忘
れ
ず
に
技
術

向
上
に
努
め
ま
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
推
進
に
伴
う
新
体
制
を
新

代
表
取
締
役
の
瀬せ
ざ
き﨑
公こ

う
す
け介
氏
が
発
表
。

　

恒
例
の
川
下
り
発
船
で
は
く
ま
モ
ン
が

駆
け
付
け 

、
旅
館
の
お
か
み
た
ち
と
共

に
5
隻
の
飾
り
舟
を
見
送
り
ま
し
た
。
乗

船
し
た
招
待
客
は
、
１
時
間
ほ
ど
早
春
の

清
流
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

新生“球磨川下り”川開き祭

人吉で輝いている人

人
吉
球
磨
地
域
の
観
光
の
目
玉
で
あ
る

「
球
磨
川
く
だ
り
」。
赤
字
が
続
き
、

厳
し
い
経
営
が
続
い
た
く
ま
川
下
り
株
式
会

社
の
再
生
に
取
り
組
む
の
が
、
１
月
の
業
務

提
携
か
ら
同
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
る
瀬

﨑
公
介
さ
ん
だ
。
天
草
宝
島
ラ
イ
ン
や
イ
ル

カ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
手
掛
け
る
株
式
会
社

シ
ー
ク
ル
ー
ズ
の
代
表
で
も
あ
る
。

　

瀬
﨑
さ
ん
は
、
代
表
就
任
後
す
ぐ
に
事
業

の
改
革
に
着
手
し
、
会
社
ロ
ゴ
の
制
作
や
平

日
と
休
日
の
発
船
時
刻
を
統
一
す
る
ダ
イ
ヤ

改
正
な
ど
を
実
行
。「
過
去
を
振
り
返
っ
て

も
仕
方
な
い
。
現
場
を
見
て
客
観
的
に
改
善

す
る
点
を
た
く
さ
ん
発
見
し
た
。
例
え
ば
人

吉
は
観
光
列
車
王
国
。
鉄
道
や
バ
ス
の
公
共

交
通
機
関
と
連
携
す
れ
ば
、
新
た
な
方
向
性

が
見
え
て
く
る
」
と
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
験

か
ら
未
来
を
見
据
え
る
瀬
﨑
さ
ん
。
舟
の
更

新
や
３
歳
ま
で
の
乗
船
料
を
無
料
に
す
る
料

金
設
定
変
更
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
刷
新
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
会
社
内
部
に
つ
い
て
も
定
休
日
を

設
け
、
従
業
員
の
休
暇
と
意
欲
向
上
に
尽
力

し
た
結
果
、
２
カ
月
足
ら
ず
で
会
社
の
雰
囲

気
が
変
わ
り
、
観
光
関
係
者
か
ら
も
喜
び
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
球
磨
川
く
だ
り
の
潜
在
す
る
力
は
非
常

に
高
い
。
球
磨
川
と
い
う
素
晴
ら
し
い
景
観

や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
を
う
ま
く

利
用
し
、球
磨
川
く
だ
り
の
乗
客
を
増
や
し
、

地
域
貢
献
を
す
る
の
が
私
の
使
命
。
困
難
な

道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
の
一
手
も
計

画
中
で
す
。
こ
の
一
年
が
勝
負
の
年
」

人吉で輝いている人

▲３月１日の川開き祭で球磨川くだりの新
　ロゴを発表する瀬﨑さん

▲業務提携締結式で松岡市長、川野精一取
　締役と握手を交わす瀬﨑さん（左）

くま川下り株式会社　代表取締役

瀬﨑 公介さん（ 上 天 草 市）

せざき　こうすけ
昭和52年4月30日生まれ。Ａ型。熊本県上天草市松島町
出身。立命館大学経営学部を卒業後、平成13年に有限会
社シークルーズ入社。平成16年に常務取締役、平成27
年代表取締役に就任。
海事代理士の免許を持ち、公益社団法人熊本県観光連盟
理事や熊本県教育旅行受入促進協議会会長、熊本県外国
人観光客誘致協議会事務局長、一般社団法人天草四郎観
光協会理事などの要職を務める。
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施政方針
平成 31 年   第１回　人吉市議会定例会

　

市
長
就
任
後
、
公
約
で
あ
る

１
０
８
の
施
策
を
第
五
次
人
吉
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
反
映

し
、事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
計
画
に
踏

み
出
し
た
平
成
28
年
４
月
、
熊
本

地
震
が
発
生
。
繰
り
返
し
起
き
る

余
震
の
中
、
市
民
の
方
々
を
守
り

切
れ
る
の
か
自
問
自
答
を
重
ね
、

来
庁
者
や
市
職
員
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
麓
町
本
庁
舎
か
ら
の

移
転
を
決
断
し
ま
し
た
。
行
政
機

能
が
分
散
し
執
務
環
境
も
十
分
で

な
い
中
、
市
職
員
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
よ
り

緊
密
な
連
携
と
配
慮
を
も
っ
て
業

務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

努
力
を
も
っ
て
も
補
い
き
れ
な
い

課
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
御
厚
情
を
賜
り
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
多
発
す
る
災
害
へ
の
対

応
を
教
訓
と
し
、
ま
た
、
本
市
南

東
部
に
存
在
す
る
人
吉
盆
地
南
縁

断
層
へ
の
備
え
と
し
て
の
役
割
や

機
能
を
備
え
た
堅
固
な
市
庁
舎
の

建
設
が
市
民
の
要
請
で
あ
り
、
そ

れ
に
応
え
る
こ
と
が
私
の
使
命
で

あ
る
と
の
結
論
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。

　

建
設
費
用
に
つ
い
て
国
や
熊
本

県
、
熊
本
県
議
会
、
熊
本
県
選
出

の
衆
・
参
両
院
議
員
の
皆
さ
ま
に

財
政
支
援
を
要
望
し
、
国
か
ら
麓

町
本
庁
舎
を
熊
本
地
震
に
伴
う
被

災
庁
舎
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の

建
設
費
用
に
対
し
一
般
単
独
災
害

復
旧
事
業
債
、
充
当
率
１
０
０
㌫

の
適
用
と
後
年
度
の
元
利
償
還
に

対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
最
大

85
・
５
㌫
の
財
政
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
吉
市
庁
舎
等
移
転
建
設
審
議

会
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
市
議

会
本
会
議
に
お
い
て
も
時
に
は
厳

し
い
指
摘
や
意
見
を
頂
戴
し
な
が

ら
課
題
や
不
安
を
一
つ
ず
つ
払
ふ
っ
し
ょ
く拭

し
た
結
果
、
西
間
下
町
字
永
溝
７

番
地
１
の
一
帯
に
防
災
セ
ン
タ
ー

機
能
を
備
え
た
堅
固
な
市
庁
舎
を

　

球
磨
川
流
域
の
中
で
治
水
安
全

度
の
低
い
本
市
に
お
い
て
早
期
の

災
害
対
応
を
検
討
す
る
「
球
磨
川

水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
を

国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
共
に

発
足
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
対
応

を
「
い
つ
」「
誰
が
」「
何
を
す
る

か
」
を
明
確
に
し
、
平
成
30
年
３

月
に
は
台
風
性
降
雨
に
対
応
し
た

球
磨
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
試
行

版
も
策
定
し
て
新
年
度
出
水
期
か

ら
本
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

球
磨
川
流
域
の
治
水
関
係
で
す

が
、
球
磨
川
の
治
水
安
全
度
を
高

め
る
た
め
人
吉
橋
下
流
左
岸
の
護

岸
改
修
の
掘
削
・
築
堤
工
事
を
完

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
神
町
大

柿
地
区
、
中
神
地
区
で
も
河
道
掘

削
と
樹
木
伐
採
等
を
実
施
し
、
治

水
安
全
度
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解

決
し
て
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
関
係
で
す
が
、

平
成
27
年
度
か
ら
寄
付
者
へ
の
お

礼
と
し
て
地
域
の
特
産
品
を
お
贈

り
し
、
平
成
30
年
度
は
１
月
末
日

時
点
で
約
２
億
３
千
万
円
の
寄
付

と
な
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

育
成
な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
対
策
関
係
で
す
が
、
平

成
30
年
６
月
に
人
吉
市
空
き
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
、
管
理
不
全
な
空
き
家
等
の

早
期
解
消
、
空
き
家
化
の
予
防
や

発
生
を
抑
制
す
る
相
談
体
制
の
整

備
な
ど
を
推
進
す
る
人
吉
市
空
き

家
等
対
策
計
画
の
策
定
を
進
め
、

熊
本
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
調
査
及
び

媒
介
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

防
災
関
係
で
す
が
、
平
成
29
年

度
に
大
規
模
災
害
発
生
時
の
応

急
・
復
旧
対
策
業
務
に
加
え
、
業

務
の
継
続
と
早
期
復
旧
を
講
じ
る

た
め
の
人
吉
市
業
務
継
続
計
画
や

市
内
指
定
避
難
所
６
カ
所
の
ト
イ

レ
を
順
次
整
備
す
る
た
め
の
人
吉

市
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
計
画

を
策
定
し
、
平
成
30
年
度
に
は
第

一
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

８
基
を
整
備
し
た
ほ
か
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
が
整
備
で
き
な
い
避

難
所
に
は
簡
易
ト
イ
レ
を
配
置
し

て
ト
イ
レ
不
足
に
よ
る
健
康
被
害

が
生
じ
な
い
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。

市民みんなが健康で笑顔で暮らせるまちを目指して

施 政 方 針

1
は
じ
め
に

　

２
月
26
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
平
成
31
年
３
月

市
議
会
の
冒
頭
で
、
松
岡
市
長

が
述
べ
た
施
政
方
針
の
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
施
政

方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す

る
市
長
の
基
本
的
な
考
え
方
や

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
す
。

※
広
報
ひ
と
よ
し
掲
載
用
に
表

現
を
一
部
変
更
し
て
い
ま
す
。

井戸水等の提供に関する協定書締結

大畑駅のレストラン「Ｌ
ル ー プ

ＯＯＰ」

　

広
報
広
聴
関
係
で
す
が
、
平

成
28
年
１
月
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
平
成
30
年
２
月
に
は
子
ど
も

議
会
で
の
提
案
を
受
け
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
広
報
紙
に
よ

る
情
報
発
信
と
併
せ
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
多
様
な
方
法
で
行
政
情
報

を
伝
達
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
３
月
に
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す

い
内
容
と
し
て
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

肥
薩
線
関
連
で
す
が
、
平
成
29

年
６
月
に
「
肥
薩
線
利
用
促
進
・

存
続
期
成
会
」
と
「
肥
薩
線
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
協
議
会
」
の
２
組
織

を
解
消
し
、
肥
薩
線
沿
線
等
の
５

市
11
町
村
で
組
織
す
る
「
肥
薩
線

利
用
促
進
・
魅
力
発
信
協
議
会
」

を
設
立
。
肥
薩
線
の
利
用
促
進
、

魅
力
発
信
に
よ
る
沿
線
自
治
体
の

振
興
に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
８

月
に
Ｊ
Ｒ
九
州
熊
本
支
社
を
含
む

民
間
三
者
と
「
人
吉
市
に
お
け
る

歴
史
的
建
築
物
活
用
に
関
す
る
連

携
協
定
」
を
締
結
。
肥
薩
線
開
業

当
時
か
ら
現
存
す
る
大
畑
駅
と
矢

岳
駅
の
木
造
駅
舎
等
の
文
化
的
価

値
を
高
め
、
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
周
辺
地
域
の
活
性
化
等
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
30
年
７
月
に

組
織
別
・

総
務
部
関
連

2

Ｊ
Ｒ
九
州
熊
本
支
社
と
無
償
譲
受

に
係
る
契
約
も
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
民
行
政
関
係
で
す
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各

種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
平
成
30
年
10
月
か
ら
開
始

し
、
利
便
性
向
上
と
併
せ
て
窓
口

業
務
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
関
係
で
す
が
、
行

政
並
び
に
民
間
の
関
係
機
関
等
と

の
連
携
を
図
り
、
市
民
が
消
費
生

活
の
正
し
い
知
識
と
的
確
な
判
断

力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
人
吉
市

消
費
者
教
育
推
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

環
境
関
係
で
す
が
、
本
市
が
目

指
す
環
境
像
「
安
ら
ぎ
と
潤
い
の

あ
る
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保

し
、
自
然
環
境
と
人
間
生
活
が
共

に
輝
く
美
し
き
千
年
都
市
ひ
と
よ

し
」
を
実
現
す
る
た
め
、
保
育
園

や
認
定
子
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
協

力
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
中
で
の
エ

コ
活
動
を
実
践
す
る
「
ｅエ

コ
ｃ
ｏ
キ

ッ
ズ
教
室
」
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

大
規
模
災
害
時
の
生
活
用
水
確

保
や
公
衆
衛
生
維
持
を
目
的
と
し

て
平
成
30
年
12
月
に
設
け
た
災
害

時
協
力
井
戸
制
度
に
つ
い
て
、
福

助
株
式
会
社
熊
本
工
場
と
「
災
害

時
に
お
け
る
井
戸
水
等
の
提
供
に

関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
。
こ
の

協
定
に
よ
り
広
域
的
な
断
水
の

際
、
上
水
道
が
復
旧
す
る
ま
で
飲

料
以
外
の
生
活
用
水
と
し
て
井
戸

水
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災

害
廃
棄
物
対
策
と
し
て
災
害
の
規

模
や
廃
棄
物
の
種
類
な
ど
を
予
測

し
、
迅
速
な
初
動
体
制
の
構
築
を

含
め
、
事
前
に
対
策
を
講
じ
る
人

吉
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策

定
。
本
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
関
係
で
す
が
、
地
域

福
祉
に
つ
い
て
の
周
知
や
意
識
の

醸
成
を
目
的
に
各
小
中
学
校
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
活
動
へ

の
参
加
促
進
や
「
福
祉
」
に
関
わ

る
学
習
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
育

成
を
目
的
と
し
た
講
座
や
研
修
、

「
地
域
・
世
代
間
交
流
の
推
進
」

や
「
交
流
の
拠
点
づ
く
り
」
な
ど

も
実
施
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
要
支
援
者
関
係
で
す

が
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
し
い
災

害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
開
始
し
、
避
難
行
動

支
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時

等
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
の
支

援
、
声
掛
け
な
ど
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
、
要
支
援
者

の
状
況
を
き
め
細
か
く
把
握
す
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

3
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織
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・

企
画
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組
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関
連
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連
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援
体
制
の
充
実
や
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
吉
球
磨
障

が
い
者
総
合
支
援
協
議
会
の
新
た

な
会
員
と
し
て
人
吉
球
磨
雇
用
対

策
協
議
会
に
参
画
い
た
だ
き
障
が

い
者
雇
用
の
推
進
体
制
を
整
え
、

さ
ら
に
、
障
が
い
者
福
祉
施
策
推

進
の
た
め
、
全
て
の
市
民
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
実
現
の
た
め
の
第

五
期
人
吉
市
障
が
い
福
祉
計
画
及

び
第
一
期
人
吉
市
障
が
い
児
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
係
る
施
策
で
す
が
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
第

六
期
及
び
第
七
期
介
護
保
険
事
業

計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
介
護
給
付
、
介
護
予
防
給
付
、

自
立
し
た
日
常
生
活
支
援
な
ど
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
従

前
の
予
防
給
付
の
う
ち
、
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
に
移
行
し
た
新
た
な
枠

組
み
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
関
係
は
、
高
齢
者

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
デ
イ

サ
ロ
ン
を
実
施
し
、
平
成
29
年

度
は
８
８
６
回
開
催
、
延
べ

９
千
９
１
４
人
が
参
加
。
仲
間
づ

く
り
友
愛
活
動
と
し
て
人
吉
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
「
湯
る
り
ん

サ
ロ
ン
」
も
92
回
開
催
、
延
べ

２
千
１
３
３
人
が
集
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
「
人
吉
こ
ろ

ば
ん
体
操
」
を
推
奨
し
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
た
地
域
の
集
い
の
場

づ
く
り
の
支
援
を
行
い
、
介
護
予

防
活
動
継
続
の
た
め
の
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
は
シ
ニ

ア
層
を
中
心
に
１
０
４
人
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
対
策
関
係
は
、
全
校

区
で
の
徘は
い
か
い徊
模
擬
訓
練
を
実
施

し
、
延
べ
９
千
５
２
３
人
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

さ
れ
、
認
知
症
の
方
々
を
地
域
で

支
え
る
体
制
が
整
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

の
連
携
に
よ
る
初
期
段
階
で
の
発

見
、
受
診
、
適
切
な
ケ
ア
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
発
足
し
た
ほ
か
、

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
人

吉
球
磨
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
と
連

携
、
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
中
原
校

区
に
て
校
区
社
協
を
基
盤
と
し
た

推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
、
大
畑
校

区
と
西
瀬
校
区
に
お
い
て
も
推
進

体
制
構
築
へ
の
協
議
が
進
ん
で
い

ま
す
。
平
成
30
年
12
月
末
現
在
の

介
護
保
険
に
よ
る
介
護
認
定
率
は

17
・
９
㌫
で
介
護
給
付
費
に
つ
い

て
も
低
減
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま

　

児
童
福
祉
関
係
で
す
が
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
中
学
３

年
生
ま
で
を
対
象
に
自
己
負
担
額

の
完
全
無
料
化
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
支
援
制
度
で
あ
る

子
育
て
短
期
支
援
事
業
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ

イ
）を
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い

て
子
ど
も
・
子
育
て
相
談
員
と
女

性
福
祉
相
談
員
を
中
心
に
し
た
支

援
に
努
め
、「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
で
も
、

利
用
者
支
援
事
業
を
活
用
し
た
子

育
て
支
援
の
情
報
提
供
や
助
言
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
課
題

解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

幼
児
教
育
関
係
で
す
が
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応

し
、
平
成
30
年
度
に
幼
稚
園
２
園

が
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
に
、

残
る
１
園
も
平
成
31
年
度
か
ら
施

設
型
給
付
を
受
け
る
幼
稚
園
へ
の

移
行
を
進
め
て
お
り
、
全
幼
稚
園

で
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え

た
質
の
高
い
教
育
・
保
育
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
福
祉
関
係
で
す
が
、

障
が
い
者
や
家
族
を
取
り
巻
く
課

題
に
応
じ
、
年
齢
や
年
代
に
合
わ

せ
た
支
援
を
行
う
た
め
、
相
談
支

に
課
題
の
解
決
を
図
り
、
地
域
経

済
を
支
え
る
相
談
所
と
し
て
推
進

し
て
い
く
人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
平
成
30
年
12
月
に
開

所
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
心
市
街

地
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
若
手
経

営
者
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
鍛
冶
屋
町
の
「
竹
灯
籠
事

業
」、
人
吉
駅
前
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
組
織
と
し
て
立
ち
上
が
っ

た
一
般
社
団
法
人
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
、全
国
の
愛
好
者
が
集
ま
る「
人

吉
よ
さ
こ
い
祭
り
」、
九
日
町
の

「
小
さ
な
図
書
館
」
の
取
り
組
み

な
ど
、
住
民
主
導
の
事
業
が
活
発

化
し
て
き
ま
し
た
。

　

物
産
振
興
関
係
で
す
が
、
熊
本

市
の
「
び
ぷ
れ
す
広
場
」
に
お
い

て
人
吉
物
産
振
興
協
会
と
人
吉
商

工
会
議
所
が
合
同
で
物
産
展
を
開

催
し
、
特
産
品
と
観
光
双
方
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
球
磨
焼
酎
の
海
外

へ
の
販
路
拡
大
支
援
と
し
て
米
国

の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
招
へ
い
し
て

商
談
会
を
開
催
し
、
友
好
都
市
の

牧
之
原
市
で
は
「
牧
之
原
市
に
球

磨
焼
酎
を
広
め
る
会
」が
発
足
し
、

球
磨
焼
酎
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
も
平
成

30
年
５
月
に
香
港
で
開
催
さ
れ
た

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
櫓ろ
あ
ん杏
」
の

一
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
、
球

縁側ふれあいサロンで「人吉ころばん体操」をする参加者

「H
ヒット

it-B
ビ ズ

iz」のロゴマーク（左）とくまりば

施 政 方 針

　

健
康
づ
く
り
関
係
で
す
が
、
人

吉
市
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進

計
画
の
基
本
理
念
、「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
ま
ち
ひ
と
よ

し
」
達
成
に
向
け
市
民
健
診
に
お

け
る
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
個
人
負
担

金
や
問
診
票
の
配
布
方
法
を
見
直

し
、
主
治
医
か
ら
特
定
健
診
受
診

勧
奨
の
声
掛
け
を
い
た
だ
く
な
ど

の
対
策
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の

特
定
健
診
受
診
率
は
42
・
１
㌫
で

平
成
26
年
度
に
比
べ
２
・
５
㌫
上

昇
す
る
な
ど
成
果
が
表
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

農
政
関
係
で
す
が
、
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
、

上
・
下
・
東
漆
田
町
の
３
町
内
で

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
話
し
合

い
、
中
心
と
な
る
農
地
の
担
い
手

を
決
定
し
、
農
地
集
積
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
畑
麓
町
で

は
平
成
29
年
４
月
に
「
農
事
組
合

法
人
お
こ
ば
」
が
設
立
さ
れ
、上
・

下
永
野
町
に
お
い
て
も
平
成
30
年

度
か
ら
集
落
営
農
組
織
の
設
立
な

ど
に
向
け
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
産
他
商
関
係
で
す
が
、
栗
の

生
産
と
品
質
向
上
を
支
援
す
る
た

め
、
球
磨
地
域
農
業
協
同
組
合
の

栗
選
果
選
別
機
更
新
に
一
部
助
成

を
行
っ
た
結
果
、
よ
り
品
質
の
高

い
栗
が
出
荷
さ
れ
、
市
場
や
製
菓

店
か
ら
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
30
年
10
月
に
は
栗
の
イ

ベ
ン
ト
「
く
ま
ろ
ん
フ
ェ
ア
」
を

初
め
て
開
催
し
、
お
客
様
や
協
力

店
舗
か
ら
次
の
開
催
を
望
む
意
見

も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

商
工
関
係
で
す
が
、
人
吉
商
工

会
議
所
と
連
携
し
て
、
中
小
企
業

事
業
者
や
創
業
を
志
す
方
々
と
共

す
。

　

母
子
保
健
関
係
で
す
が
、
平
成

28
年
４
月
か
ら
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
開
始
し
、
経
済
的
負

担
軽
減
と
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
翌

年
に
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
母
親
が
抱
え

る
問
題
の
早
期
解
決
や
継
続
的
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
歯
科
健

康
診
査
を
追
加
し
、
早
産
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
を
減
ら
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

組
織
別
・

経
済
部
関
連
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磨
焼
酎
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
関
係
で
す
が
、
Ｉ
Ｔ

関
連
分
野
に
目
を
向
け
た
企
業
訪

問
、
誘
致
活
動
を
推
進
し
、
平
成

30
年
度
に
人
吉
市
Ｉ
Ｔ
企
業
等
協

創
促
進
業
務
委
託
事
業
と
し
て
ハ

ッ
カ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業
等
誘
致
の

受
け
皿
と
し
て
、「
く
ま
り
ば
」

内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の

整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
30

年
11
月
に
は
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム

フ
ォ
レ
ス
ト
と
「
く
ま
り
ば
」
の

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
等
に
関
す

る
包
括
協
定
を
、
同
年
12
月
に
は

株
式
会
社
ウ
ェ
イ
ビ
ー
と
包
括
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
誘
致
に
向

け
た
準
備
を
加
速
化
し
て
い
ま

す
。梢
山
工
業
団
地
に
お
い
て
は
、

平
成
29
年
６
月
に
共
栄
精
密
株
式

会
社
が
キ
ノ
コ
の
菌
床
工
場
を
増

設
、
平
成
30
年
12
月
に
は
森
松
工

業
株
式
会
社
が
隣
接
用
地
を
購
入

さ
れ
、
全
区
画
の
処
分
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

観
光
関
係
で
す
が
、
熊
本
地
震

直
後
は
観
光
客
数
が
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
が
、
人
吉
温
泉
観
光
協

会
な
ど
民
間
の
方
々
と
人
吉
球
磨

の
自
治
体
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

人
吉
球
磨
観
光
宣
伝
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
を
結
成
し
、
広
報
宣
伝
活
動
等

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
香

港
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
商
談
会

や
旅
行
博
に
て
旅
行
会
社
等
に
地

域
の
魅
力
や
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
宣

伝
を
行
い
、
観
光
商
品
造
成
の
お

願
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
と
し
て
、
平
成
29
年
に

は
約
23
万
人
増
、
対
前
年
比
で

１
１
９
・
５
㌫
と
な
り
地
震
前
の

水
準
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
外
国
人
宿
泊
客
数
は
平
成
29

年
に
１
万
２
千
３
８
７
人
と
平
成

27
年
と
の
比
較
で
８
千
８
０
４
人

増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
広
域
観
光
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
展
開
す
る
た

め
、
平
成
30
年
３
月
に
日
本
遺
産

人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ
く
り
協
議

会
を
発
足
。
10
市
町
村
と
関
係
団

体
の
長
に
よ
る
理
事
会
や
企
画
運

営
委
員
会
、
若
手
事
業
者
に
よ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
吉
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
交
流
館
は
日
本
遺
産
人
吉
球

磨
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
温

泉
施
設
を
併
設
し
、
平
成
30
年
７

月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
日
本
遺
産
人

吉
球
磨
の
魅
力
に
「
見
て
・
聴
い

て
・
触
れ
て
」
い
た
だ
け
る
集
い

の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
31
年
１
月
末
現
在
の

累
計
来
館
者
数
は
9
千
人
を
超

え
、
人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
Ｈヒ

ッ

ト
ｉ
ｔ
‐
Ｂビ

ズ
ｉ
ｚ
」
と
連

携
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
雇
用

の
創
出
を
も
た
ら
す
施
設
と
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

く
ま
川
下
り
株
式
会
社
の
事
業

再
生
で
す
が
、
株
式
会
社
シ
ー
ク

ル
ー
ズ
と
業
務
提
携
契
約
を
締
結

し
、
経
営
体
制
を
刷
新
。
同
社
の

営
業
力
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り

「
球
磨
川
下
り
」
を
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
観
光
の
目

玉
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

認知症カフェ「Ｄカフェ青い鳥」が九日町にオープン

7 6HITOYOSHI　2019.04.01 広報ひとよし　４月号



　

川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
で

す
が
、
平
成
30
年
２
月
に
国
営
川

辺
川
土
地
改
良
事
業
廃
止
処
理
計

画
に
基
づ
く
農
業
用
用
排
水
事
業

の
廃
止
が
確
定
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
３
カ
年
の
計
画
期
間
に
よ
り

造
成
団
地
の
水
手
当
て
に
伴
う
実

施
設
計
と
施
設
整
備
等
が
推
進
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
関
係
で
す
が
、

人
吉
市
版
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築

や
球
磨
川
下
り
造
船
に
使
用
す
る

木
材
の
検
索
等
を
行
う
な
ど
、
木

材
流
通
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
た
検
証
や
試
行
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
林
業
フ
ェ
ア
や

林
業
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
林
業

の
認
知
度
向
上
に
努
め
、
球
磨
中

央
地
区
林
業
活
性
化
協
議
会
を
事

業
主
体
と
し
て
平
成
30
年
度
か
ら

３
年
間
の
計
画
で
ス
マ
ー
ト
林
業

構
築
実
践
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
営
住
宅
関
係
で
す
が
、
外
壁

や
屋
上
防
水
の
改
修
、
浄
化
槽
や

給
水
設
備
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
、
笹
栗
山
団
地
の
外
壁
改
修
工

事
や
門
前
団
地
の
給
水
設
備
改
修

工
事
な
ど
を
順
次
施
工
し
、
火
災

警
報
装
置
改
修
や
経
年
劣
化
し
た

住
戸
の
修
繕
な
ど
、
居
住
環
境
の

維
持
と
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

土
木
関
係
で
す
が
、
曙
橋
は
平

成
30
年
12
月
に
上
部
工
補
修
工
事

を
終
え
、
橋
脚
補
強
工
事
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
林

北
願
成
寺
線
歩
道
整
備
工
事
や
上

林
中
神
線
道
路
補
修
工
事
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

を
実
施
し
、
橋
に
つ
い
て
も
近
接

目
視
点
検
調
査
な
ど
を
行
い
、
今

後
の
補
修
工
事
の
計
画
等
に
反
映

し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
関
係
で
す
が
、
景
観

計
画
・
景
観
条
例
の
策
定
に
つ
い

て
は
人
吉
市
景
観
計
画
等
策
定
審

議
会
に
て
検
討
、
審
議
を
重
ね
ら

れ
、
平
成
30
年
４
月
に
人
吉
市
景

観
計
画
案
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行

を
目
指
し
て
校
区
ご
と
に
住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
今
後
は
地
区
別

説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
公
園
関
係
で
す
が
、
瓦
屋

公
園
、
相
良
公
園
、
下
新
町
公
園

の
施
設
改
築
・ 

更
新
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
野
公
園
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
正
面
駐
車

場
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
と
園
路
の

改
修
舗
装
工
事
の
一
部
が
完
了
。

道
の
駅
の
た
め
園
内
の
環
境
整
備

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

街
路
事
業
関
係
で
す
が
、
都
市

計
画
道
路
下
林
願
成
寺
線
道
路
改

築
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

３
月
か
ら
道
路
北
側
歩
道
部
の
着

工
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
進
捗ち
ょ
く

率
は
72
㌫
で
、
未
買
収
の
土
地
の

所
有
者
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
用

地
交
渉
に
努
め
、
早
期
の
完
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
戸
建
木
造
住
宅
耐
震
改
修

等
事
業
で
す
が
、
平
成
29
年
３
月

に
人
吉
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
を
改
訂
し
、
建
替
え
工
事
と

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
を
補
助
対

象
と
し
て
追
加
し
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
補
助
制
度
と
し
て
拡
充
を

図
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業
関
係
で
す
が
、
平
成
28

年
11
月
に
全
て
の
用
地
の
取
得
を

完
了
し
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
が
担
当
す
る
本
体
工
事
と
、

本
市
が
担
当
す
る
国
道
２
１
９
号

仮
設
道
路
工
事
、
本
線
改
築
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
本
市

が
担
当
す
る
工
事
と
し
て
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
案
内
標
識

設
置
工
事
や
交
差
点
照
明
柱
設
置

工
事
を
実
施
し
、
本
年
秋
の
開
通

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
対
応
す

る
た
め
「
ひ
と
・
も
の
」
と
い
っ

た
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
い
て
い

く
礎
と
な
る
教
育
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
部
活
動
関
係
で
す

が
、
平
成
30
年
９
月
に
策
定
し
た

中
学
校
部
活
動
の
新
た
な
指
針
に

よ
り
、
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
の
創
出

や
教
職
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行

に
つ
い
て
は
試
行
の
状
況
も
踏
ま

え
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
の
実
施

体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
最
終

段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
一い
ち
の
い井

正ま
さ
つ
ね典

翁
の
足
跡
を
た
ど
り
、
米
国
の
Ｉ

Ｔ
企
業
の
一
大
拠
点
「
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
」
等
を
体
験
さ
せ
る
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
一
井
正
典
青
雲
の

志
育
成
事
業
」
を
、
平
成
27
年
度

と
平
成
29
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
。
29
年
度
に
派
遣
先
で
交
流
し

た
神
奈
川
県
の
聖
光
学
院
の
生
徒

が
平
成
30
年
７
月
に
本
市
を
訪

れ
、
本
市
の
生
徒
と
「
人
吉
× 

聖
光
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

題
し
た
活
動
を
行
う
な
ど
、
若
者

た
ち
の
熱
意
と
行
動
力
に
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
関
係
で
す
が
、
中
原
校

区
公
民
館
が
平
成
28
年
３
月
に
人

吉
球
磨
地
域
で
は
初
め
て
と
な

る
、
第
68
回
優
良
公
民
館
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
校
区
を
一
つ

の
地
域
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の

期
待
が
高
ま
る
中
、
活
動
拠
点
や

災
害
対
策
支
部
と
し
て
の
施
設
機

能
を
担
保
す
べ
く
、
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
人
吉
市
体
育
協
会
と
共
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
基
金
を
平
成

29
年
６
月
に
創
設
し
、
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
の
人
材
育
成
拡
充
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年

の
第
72
回
熊
本
県
民
体
育
祭
人
吉

球
磨
大
会
に
合
わ
せ
、
村
山
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝
化
や
第

一
市
民
運
動
広
場
の
ナ
イ
タ
ー
照

明
改
修
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

改
修
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

図
書
館
関
係
で
す
が
、
人
吉
市

図
書
館
の
利
用
促
進
を
図
り
、
市

民
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、「
人
吉
ふ
れ
あ
い
百
円
商
店

街
」
に
合
わ
せ
た
移
動
図
書
館
車

の
派
遣
を
こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施

し
、
多
く
の
方
々
に
本
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
関
係
で
す
が
、
人
吉

球
磨
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
相
良
七
百

年
が
生
ん
だ
保
守
と
進
取
の
文
化

日
本
で
最
も
豊
か
な
隠
れ
里
人
吉

球
磨
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

４
月
に
新
た
に
16
件
の
構
成
文
化

財
を
お
認
め
い
た
だ
き
、
構
成
文

化
財
を
57
件
と
し
て
人
吉
球
磨
が

一
体
と
な
っ
た
日
本
遺
産
の
魅
力

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

人
吉
城
跡
保
存
整
備
関
係
で
す

が
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
史
跡
人

吉
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
の
改

訂
に
着
手
し
ま
し
た
。
庁
舎
跡
地

の
発
掘
調
査
で
は
江
戸
時
代
中
頃

の
「
人
吉
城
大
絵
図
」
に
描
か
れ

た
家
臣
屋
敷
の
敷
地
境
界
と
推
測

さ
れ
る
石
列
が
発
見
さ
れ
る
な
ど

の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
発
掘
現

場
の
現
地
説
明
会
や
、
本
丸
・
二

の
丸
・
三
の
丸
な
ど
の
近
世
城
や

中
世
城
郭
も
見
学
す
る
「
人
吉
城

歴
史
さ
ん
ぽ
」
を
実
施
し
、
人
吉

城
跡
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

上
水
道
事
業
関
係
で
す
が
、
老

小学生を対象にした林業教室

一井正典「青雲の志」育成事業全体報告会 長寿命化への工事が進む曙橋

スマートインターチェンジ工事現場見学会

麓町本庁舎跡地発掘調査現地説明会

組
織
別
・

建
設
部
関
連

7

朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
、
地

震
等
の
災
害
対
策
な
ど
事
業
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
少
子

高
齢
化
・
節
水
型
社
会
へ
の
移
行

に
よ
る
給
水
収
益
の
減
収
が
続
い

て
い
る
た
め
、「
安
全
・
強き
ょ
う
じ
ん靭

・

持
続
」
を
基
本
方
針
と
し
た
「
人

吉
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
。
平
成
29
年
に
22
年
ぶ
り
と
な

る
水
道
料
金
改
定
を
行
い
、
安
全

安
心
で
強
靱
な
水
道
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
の
水
道
事
業
運
営

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
関
係
で
す

が
、
平
成
27
年
５
月
に
九
日
町
汚

水
中
継
ポ
ン
プ
場
、
平
成
29
年
８

月
に
は
矢
黒
町
汚
水
中
継
ポ
ン
プ

場
に
お
い
て
改
築
更
新
工
事
を
実

施
し
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環

境
の
保
持
に
努
め
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
処
理
場
等
の
施
設
及
び
下

水
路
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
策
定
に
も
着
手
し
て
い
ま

す
。

　

浄
化
槽
関
係
で
す
が
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
促
進
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
の
整

備
計
画
を
策
定
し
事
業
を
推
進
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
39

基
、
平
成
30
年
度
に
は
26
基
の
転

換
等
に
つ
い
て
助
成
、
生
活
排
水

処
理
な
ど
住
環
境
の
改
善
に
努
め

て
い
ま
す
。

組
織
別
・

教
育
部
関
連

8

組
織
別
・

水
道
局
関
連

9

施 政 方 針
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平
成
30
年
度
人
吉
市
健
康
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ

た
ウ
ッ
チ
ャ
ン
こ
と
タ
レ
ン
ト
の
内

村
光て

る
よ
し良
さ
ん
の
表
彰
式
を
、
３
月
14

日
に
東
京
都
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
松
岡
市
長
が
市
民
栄
誉
賞

決
定
の
経
緯
や
内
村
さ
ん
の
活
躍
が

市
民
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
謝
辞
を
述
べ
、
表
彰
盾
と
記
念
品

を
贈
呈
。
内
村
さ
ん
は
「
故
郷
の
こ

と
は
い
つ
も
心
に
留
め
て
お
り
、
人

吉
球
磨
一
帯
を
何
ら
か
の
形
で
宣
伝

で
き
た
ら
と
思
う
。
今
後
も
人
吉
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

表彰盾を手に記念撮影する松岡市長と内村さん

ウッチャン、ありがとう！
市民栄誉賞表彰式

　

人
吉
球
磨
地
域
の
企
業
の
活
性
化

や
人
材
確
保
を
目
指
し
た
合
同
企
業

説
明
会
が
３
月
17
日
に
人
吉
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か

ら
23
社
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
就
職
活

動
を
控
え
た
高
校
生
な
ど
２
３
３
人

が
参
加
し
、
各
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
担

当
者
か
ら
会
社
の
紹
介
や
仕
事
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
主
催
の
人
吉
商

工
会
議
所
、
西に

し
む
ら邨

亮
さ
ん
は
「
合
同

企
業
説
明
会
は
今
回
が
初
め
て
の
試

み
。
少
し
で
も
多
く
の
若
者
が
地
元

企
業
に
就
職
し
て
、
ふ
る
さ
と
人
吉

球
磨
を
舞
台
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

多くの参加者で盛り上がる会場

ふるさと人吉で働こう！
合同企業説明会

　

安
心
と
安
全
が
行
き
届
い
た
誰
も

が
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
空
き
家
等
対
策
を
推
進
し

て
い
る
本
市
は
、
２
月
21
日
に
一
般

社
団
法
人
熊
本
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
と
人
吉
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ

る
物
件
の
調
査
や
仲
介
に
関
す
る
協

定
を
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

本
庁
舎
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
空
き
家
の
売
買
や
賃
貸
借

の
交
渉
、
契
約
手
続
き
な
ど
を
同
協

会
が
仲
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
協
会
の
浦
田
裕
介
支
部
長
は
「
宅

建
協
会
も
地
域
貢
献
を
掲
げ
て
い

る
。
微
力
で
は
あ
る
が
協
力
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

協定を交わした松岡市長と浦田支部長

空き家管理のパートナー
人吉市空き家バンクに関する協定調印式

　

国
土
交
通
省
が
西
間
下
町
の
球
磨

川
左
岸
で
平
成
29
年
度
か
ら
工
事
を

進
め
て
い
た
堤
防
が
完
成
し
、
２
月

24
日
に
現
地
で
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
40
年
に
発
生
し
た
水
害

を
機
に
、
国
は
こ
れ
ま
で
市
内
中
心

部
の
築
堤
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

人
吉
橋
下
流
の
堤
防
が
完
成
し
、
築

堤
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
堤
防
は
全
長
１
０
０

㍍
、
幅
30
㍍
、
高
さ
５
㍍
。
管
理
用

の
坂
路
も
設
け
ら
れ
、
河
川
監
視
カ

メ
ラ
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
式

典
は
地
元
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
実

行
委
員
が
主
催
し
、
参
加
者
約
50
人

で
祝
い
ま
し
た
。

堤防完成を祝し、西間下町建築踊りも披露された

市内中心部の築堤事業が終了
西間下町地区堤防完成式典

　

日
本
遺
産
人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ

く
り
協
議
会
が
主
催
す
る
第
２
回
観

光
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
３

月
９
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
生
や
市
町
村
職
員
、
一
般
の
約

３
５
０
人
が
参
加
。

　

会
場
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
委
員
が
ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
セ
プ
ト
と
ロ
ゴ
を
発
表
。「
人

吉
・
球
磨　

風
水
・
祈
り
の
浄
化
町
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ロ
ゴ
は
人
吉
城

の
石
垣
に
三
日
月
が
デ
ザ
イ
ン
し
て

あ
り
ま
す
。
発
表
後
、
松
岡
市
長
な

ど
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
意

見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会場で発表されたブランドコンセプトとロゴ

日本を代表する地方に
第２回観光地域づくりフォーラム

　

市
内
小
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た

草
木
山
川
学
校
を
、
３
月
16
日
に
旧

田
野
小
学
校
一
帯
で
開
催
し
ま
し

た
。60
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
現
地
へ
。
会

場
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
打
ち
や

卵
型
に
整
形
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
磨
き
と

木
に
触
れ
合
う
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
野
焼
き
前
の
美み

は
る
や
ま

晴
山

で
た
こ
上
げ
を
体
験
。
下
山
後
は
地

元
の
方
が
準
備
し
た
お
こ
わ
や
豚
汁

で
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

中
原
小
の
本
田
楓ふ

う
な奈
さ
ん
は
「
た

こ
上
げ
は
、
風
が
強
か
っ
た
の
で
勢

い
よ
く
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美晴山に登り、たこ上げを楽しむ児童たち

田野の大自然に触れ合う
人吉市草木山川学校春版

　

今
年
も
２
月
１
日
～
３
月
24
日
ま

で
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
も
九
日

町
の
お
ひ
な
通
り
な
ど
で
個
性
豊
か

な
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
ま
ち
を
彩

り
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
小
雨
が
降
る
中
、

市
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
各
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
九
日
町
通
り
で
行

わ
れ
た「
お
ひ
な
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」

で
は
、
化
粧
を
し
、
き
ら
び
や
か
な

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
人
間
び
な
や

舞
子
が
登
場
。
観
客
は
、
華
や
か
な

人
間
び
な
た
ち
を
写
真
に
収
め
よ
う

と
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

人間びなや舞子が九日町でパレード

華やかな人吉球磨の春
人吉球磨は、ひなまつり

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
運
行
10
周
年
を
記
念

し
、
人
吉
駅
で
３
月
22
日
～
23
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
観
光
列
車
サ
ミ
ッ

ト
in
人
吉
球
磨
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
人
吉
駅
に
Ｊ
Ｒ
九
州
と
く

ま
川
鉄
道
の
観
光
列
車
６
列
車
が
集

結
。
駅
構
内
に
は
多
く
の
鉄
道
愛
好

家
や
家
族
連
れ
が
押
し
寄
せ
、
写
真

撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。23
日
は「
観

光
列
車
と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
地
域
活
性
に
ち
な
ん
だ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
。

　

両
日
と
も
プ
ラ
レ
ー
ル
の
ジ
オ
ラ

マ
展
示
や
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
運
行
、
列

車
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
人

吉
駅
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

観光列車の夢の共演を撮影しようと殺到するお客さんたち

人気の観光列車大集合！
観光列車サミット in 人吉球磨
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校区 東 西 東間 西瀬 中原 大畑 合計
対象者（人） 1,399 1,070 969 907 1,128 317 5,790
申込者（人） 597 432 444 413 532 137 2,555

申込率 42.6％ 40.3％ 45.8％ 45.5％ 47.1％ 43.2％ 44.1％

３月１日現在の特定健診申込状況

病院・医院名 電話番号 病院・医院名 電話番号

愛甲産婦人科麻酔科医院 ２２－４０２０ 手塚病院 ２２－５２７１

伊津野医院 ２２－３０６６ 外山胃腸病院 ２２－３２２１

岡医院 ２２－３３７１ とやまクリニック胃腸科肛門科 ２８－３３７５

願成寺ごんどう医院 ２２－４７００ 外山内科 ２２－２０２１

球磨病院 ２２－３１２１ 浜田医院 ２２－３４１５

河野産婦人科医院 ２４－３８３８ ひとよし内科 ２４－１２１１

小林脳神経外科 ２４－８３３１ 人吉中央温泉病院 ２４－２８５４

しらおく内科クリニック ２５－１５５０ 人吉リハビリテーション病院 ２４－６１１１

たかみや医院 ２４－５６１１ 万江病院 ２２－２３５７

田中医院 ２４－６１２７ 光永医院 ２２－２３６６

田中クリニック ２２－７２２２ みのだ内科循環器科 ２８－３１１１

堤病院 ２２－０２００ やまぐちマタニティ ２４－２７３８

堤病院付属九日町診療所 ２２－２２５１

※病院・医院によって受診できる健診内容が異なります。事前にご確認ください。

病院・医院

検診車

期日 会場 対象地区

４月 12 日㈮ 市保健センター 北願成寺町、南願成寺町

４月 13 日㈯ 市保健センター 上新町、下新町、鬼木町

４月 14 日㈰ 市保健センター 紺屋町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町、合ノ原町、井ノ口町

4 月 15 日㈪ 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町

４月 16 日㈫ 東間コミセン 浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町

４月 17 日㈬ 東間コミセン 七地町、蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、木地屋町、東大塚町、
西大塚町、田野町、古仏頂町

４月 18 日㈭ 西瀬コミセン 矢黒町、上永野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町小柿・
段山

5 月 23 日㈭ 市保健センター 北泉田町、南泉田町、鶴田町

5 月 24 日㈮ 市保健センター 瓦屋町

5 月 25 日㈯ 市保健センター
二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、鍛冶屋町、駒井田町、土手町、
灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、麓町、原城町、富ヶ
尾町、中城町

5 月 26 日㈰ 市保健センター 西間上町、西間下町

5 月 27 日㈪ 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町馬場

5 月 28 日㈫ 中原コミセン 中神町段・城本・大柿、下原田町羽田・上野・嵯峨里・荒毛

5 月 29 日㈬ 中原コミセン 下原田町堀・瓜生田・西門、上原田町上原・尾崎・牛塚・菖蒲・馬草野・尾曲・
馬氷

5 月 30 日㈭ 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大畑麓町、
大野町

※１日当たりの健診できる人数に限りがありますので、対象地区以外の日程で案内する場合があります。

受付時間　午前７時30分～ 11時（割り振って案内します）
※４月16日（火）・17日（水）、　５月27日（月)・30日（木)は午前10時まで

市民健診 始まりました！
　市民健診の申し込みはお済みですか？ 健診期間中は随時受け付けています。
電話での申し込みや申込書の再発行もできます。職場健診の方は職場での健診を
受診しましょう。
※75歳以上（一部65歳以上）の方の後期高齢者健診は９月からです。

申込・問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

※75歳以上（一部65歳以上）の方の後期高齢者健診は９月からです。

　市では、健康を維持し食べる楽しみを失わないよう、
本年度に30歳、40歳、50歳、60歳、70歳になる方
を対象に歯周疾患検診を実施します。さまざまな生活
習慣病などの原因になる歯周病には早期発見・早期治

受診期間　４月１日（月）～８月31日（土）　※病院・医院の休診日は除く。

受診期間　４月１日（月）～８月31日（土）　 ※病院・医院の休診日は除く。

歯周疾患検診を受けましょう！

申込があった方に
市民健診受診票を
郵送します。

● 病院・医院受診を申し込んだ方
　病院・医院に電話で受診予約をしてから健診を受けてください。

● 検診車受診を申し込んだ方
　受診票記載の日時に会場へお越しください。
　指定日で都合が悪い方は、保健センターまでご連絡ください。

受診までの流れ

病院・医院名 電話番号 病院・医院名 電話番号

愛甲歯科クリニック ２４－００６１ 武末歯科診療所 ２３－５２６９

今藤歯科医院 ２３－２３３０ 竹田歯科診療所 ２４－２２０６

いりえ歯科医院 ２２－２７９８ たなかファミリー歯科 ２３－６８７１

内山クリニック歯科 ２２－２０６９ 辻歯科・小児歯科 ２４－２６６６

瓦屋町歯科 ２５－１８００ 中原歯科医院 ２４－７８２８

菊竹歯科 ２２－２４４８ 那須歯科医院 ２２－５０４８

熊埜御堂歯科医院 ２２－３９５８ 新名歯科医院 ２２－４０２７

斉藤歯科クリニック ２２－３１１０ 花田歯科医院 ２２－２４７０

相良歯科医院 ２２－７７２２ 松本歯科医院 ２２－２９２８

佐々木歯科医院 ２４－４８６２ 御手洗歯科医院 ２２－２２１０

清水歯科クリニック ２４－８１８２ 湯本歯科医院 ２４－８８９９

瀬戸歯科医院 ２２－４０７８ 与田歯科医院 ２４－６４８２

第二武末歯科診療所 ２４－８５７９

毎年受けよう！

申し込み
随時受付中

療が大切です。
　対象者には、問診票・受診票を送付しています。ぜ
ひ受診してください。
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　ファミリーサポートセンターは、地域で子育ての
「手助けが必要な方」と「手助けをしたい方」が相
互援助を行う会員組織です。

協力会員 ： 子どもの預かりができる方
　市内に住み、自宅で子どもを預かれる方で、心身
共に健康で子どもが好きな方
※登録のときに基礎講座を受講していただきます。
依頼会員 ： 子どもを預けたい方
　市内に住んでいるか勤務している方で、原則とし
て生後６カ月から小学６年生までのお子さんをお持
ちの方
両方会員 ： 協力会員、依頼会員の両方をできる方

ファミリーサポートセンターひとよし 会員募集中！住宅のリフォームに補助金を交付します
　市では、市民の皆さんが安全・安心に生活できる
ように、住宅リフォームをする方に補助金を交付し
ます。予算がなくなり次第終了しますので申し込み
はお早めに！
人吉市住宅リフォーム促進事業
　市内の住宅を対象に、市に登録している施工業者
を活用してリフォームする場合に限り、その経費の
一部を補助します。
受付開始日　４月１日（月）
補助対象住宅
① 一戸建て住宅
②   併用住宅（延べ面積の２分の１以上が住居スペー

スであること）
③   分譲マンション（個人の専有部分に限る）
※過去にこの補助金の交付を受けていないこと。

接種期限　2020年３月31日（火）
※ただし、実施医療機関の診療日・診療時間内
申込方法
対象者①の方には申込書を郵送します。申込書に必
要事項を記入して返信用封筒で郵送するか市高齢者
支援課窓口（市役所西間別館１階４番窓口）にお持
ちください。対象者②の方はお問い合わせください。
申込期限　2020年３月16日（月）
※ 接種期間中に市外の医療機関や施設に通院・入院・

入所している方は市高齢者支援課に問い合わせて
ください。

接種料金　2,700円
※ 医療機関の窓口で接種後支払い。生活保護世帯員

は無料

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２３１・１２３４）

　肺炎は日本人の死因の第５位で、死亡者の95㌫
以上が65歳以上の方です。中でも、肺炎球菌によ
る肺炎は、成人の肺炎の25 ～ 40㌫を占めています。
特に高齢者は重症になりやすいので、対象の方は予
防接種をお勧めします。
対象者
　市内に住み、過去に1度も肺炎球菌ワクチンを接
種したことがなく、次のどれかに当てはまる方。
① ４月１日から2020年３月31日までの間に65歳、
　 70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、 100 
　 歳以上になる方
② 60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器
　 の機能に障がいがある方やヒト免疫不全ウイル
　 スによる免疫の機能に障がいがある方（身体障
　 害者手帳１級保持者）

実施医療機関
愛甲産婦人科麻酔科医院 愛甲やすらぎ・ひふ科医院 愛生会外山病院 あいだ診療所

有島耳鼻咽喉科医院 伊津野医院 岡医院 願成寺ごんどう医院
球磨病院 河野産婦人科医院 小林脳神経外科 しらおく内科クリニック

たかはし小児科内科医院 田中医院 田中クリニック 辻循環器科・内科
堤病院 堤病院付属九日町診療所 手塚病院 外山胃腸病院

とやまクリニック
胃腸科肛門科 外山内科 豊永耳鼻咽喉科医院 浜田医院

ひとよし内科 人吉リハビリテーション病院 ふかみ耳鼻咽喉科 平井整形外科
リハビリテーションクリニック万江病院 光永医院 やまぐちマタニティ

※必ず予診票が届いてから病院に接種予約をしてください。

会員の活動内容
○保育施設までの送迎 
○保育施設の開始前や終了後の預かり
○学校の放課後や学童保育終了後の預かり 
○冠婚葬祭や兄弟姉妹の学校行事のときの預かり 
○買い物や外出のときの預かり
※上記以外でも気軽に相談してください。
※ 万一の事故に備え、センターで一括して保険に加

入します。
※ 子どもを預かる場所は、原則として協力会員の自

宅です。
※ 病中（病気回復期に至らない）・病後の幼児は預

かりができません。
受付時間　月～金曜　午前８時30分～午後５時

問合せ　ファミリーサポートセンターひとよし
　　　　（市社会福祉協議会内　☎２４－９１９２）

補助対象となる工事
○   古くなった外壁や屋根、雨漏りする屋根、傷ん

だ床、壁、天井、扉などの改修
○   台所、浴室、便所の改修
○   購入した空き家に住むためのリフォーム
○   人吉市廃屋対策条例の対象となる廃屋の解体
※そのほか補助の対象となる工事の種類については
お問い合わせください。
補助の金額
○   リフォーム工事総額の４分の１（上限 20 万円）

問合せ　 市都市計画課建築係
　　　　( ☎２２－２１１１　内線２４３５)

利用料金 １人目 ２人目以降

平日
午前７時〜午後８時 600円/１時間 300円/１時間

上記以外 700円/１時間 350円/１時間

※�送迎や食事を伴う場合は別に料金が必要です。料金は依頼
会員が協力会員に直接支払います。

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種が始まります

後期高齢者医療制度からのお知らせ

問合せ　市保険年金課後期高齢者医療係
　　　　（☎２２－２１１１　内線１２２５）

平成 31 年度の保険料率は変わりません
　後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに見直
されています。
平成 30・31 年度保険料率

【均等割額】４万 7,900 円
【所得割率】９.26㌫

平成 31 年度の保険料軽減割合が変わります
　これまで保険料均等割額が９割軽減となっていた
方（年金収入が 80 万円以下等）の軽減割合が、８
割軽減に変わります。

平成 31 年度は被用者保険加入者に扶養されていた
方の軽減が変わります

【平成 30 年度】
　均等割額５割軽減（所得割額はかかりません）

【平成 31 年度】
　後期高齢者医療制度に加入した日の属する月から
２年を経過するまでの間

　 ⇩均等割額５割軽減（所得割額はかかりません）

２年経過後
　 ⇩均等割額軽減なし（所得割額はかかりません）

平成 31 年度は保険料の軽減対象者が拡大します
　保険料の軽減を受けられる方の範囲が下記の表の
ように拡大されます。

保険料均等割額の５割軽減対象世帯の例
総所得金額など

変更前 「基礎控除額 33 万円＋（27.5 万円×世帯の
被保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（28 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯

保険料均等割額の２割軽減対象世帯の例
総所得金額など

変更前 「基礎控除額 33 万円＋（50 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯

変更後 「基礎控除額 33 万円＋（51 万円×世帯の被
保険者数）」を超えない世帯
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　　マイナンバーカードを紛失した時は、まず警察に遺失届を提出し、受付番号を控えてください。次にマイナン
　　バー総合フリーダイヤルに連絡し、「マイナンバーカードの一時停止措置」を依頼してください。

　　マイナンバーカードまたは通知カードを紛失した時は、有料で再発行することができます。
　　※署名用電子証明書（英数字を組み合わせた暗証番号）を同時再申請する場合は、さらに 200 円必要です。

　　   　「マイナンバーカード」　　　　１枚　800 円
　　　   「通知カード」　　　　　　　　１枚　500 円

　　 再交付申請をする方は、公的機関が発行した顔写真付きの身分証明書 ( 運転免許証など ) を市市民課市民係 ( 市
役所西間別館１階 ) までお持ちください。

　　※顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方は、保険証などの「氏名」と「生年月日」または「住所」が記載
　　　されたものを２つお持ちください。

　　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８　( 24 時間受付 )

　マイナンバー ( 個人番号 ) は、社会保障や税、災害分野で利用され、市区町村での各種サービスを受ける時にマ
イナンバーを記載することが多くなっています。マイナンバーを記載する時には、「マイナンバーカード」か「通
知カード」が必要になりますので、大事に保管しましょう！

　カードを紛失してしまったら

　　マイナンバーカードは交付通知書 ( はがき ) が発送されるまで、通知カードは手元に届く ( 簡易書留で世帯主
　　宛て ) まで、１カ月ほどかかります。
　　※ マイナンバーが至急必要な時は、住民票で確認できます。本人か同一世帯員が来庁し、使用目的や提出先を

詳しく記載することで申請できます。世帯員以外の方に委任する時は、委任状と郵送用の 82 円切手が必要
です。

　カードが届くまで

　お願いとお知らせ

　　 マイナンバーカードの交付通知書が自宅に届いている方で、カードを受け取られていない方は、至急受け取り
に市民課へお越しください。分からないことがあればお問い合わせ下さい。

　平成 30 年 10 月１日からマイナンバーカード（利用者証明用電子証明書の暗証番号が必要）を利用して、
全国のコンビニなどで住民票の写しなどが取得できるようになりました。ぜひご利用ください。

マイナンバー総合フリーダイヤル　( ☎０１２０－９５－０１７８)
市市民課市民係　( ☎２２－２１１１ 　内線１２１３)

問

通知カードマイナンバーカード 受講資格　　市内に住むのおおむね 60 歳以上の方

受講料　　　無料 ( 材料代が必要な講座があります )

申込方法　　市高齢者支援課 ( 市役所西間別館 1 階４番窓口 ) にある申込用紙に記入し、提出してください。
　　　　　　※申込用紙は市保健センターと湯るりんセンター、校区コミセンにも設置してあります。
　　　　　　※電話・ファクスでも申し込みできます。

募集期間　　4 月 26 日 ( 金 )
　　　　　　※応募者が過半数に満たない場合は、講座を中止することがあります。
　　　　　　※定員数を超えた場合は、新規 ( 初心者 ) または在籍年数の短い方を優先して抽選します。

講座時間　　午前の部＝午前 10 時～正午
　　　　　　午後の部＝午後１時 30 分～３時 30 分

講座回数　　５月～翌年２月までの全 18 回程度

講座会場　　市保健センター

問合せ　　　市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　　　（☎２２－２１１１ 　内線１２３１　℻２４－９５３６）

講座名 講師名 定員 曜日・時間 備考

陶　芸 犬童 又郎 25人 第１・３ 水曜日（午後） ※材料・道具代が必要

絵　画 宮村 宏 20人 第１・３ 月曜日（午後） ※材料代が必要

パッチワーク 入船 さよ子 15人 第２・４ 水曜日（午後） ※材料代が必要

三味線 簑田 よし子 15人 第１・３ 火曜日（午前） ※レンタル有り

書　道 西田 正伸 20人 第１・３  木曜日（午前） ※材料代が必要

民謡舞踊 山下 和子 15人 第２・４  木曜日（午後）

寄せ植 西 和子 15人 第２・４  木曜日（午後） ※材料代が必要

ちりめん細工 鮫島 淳子 20人 第１・３  水曜日（午前） ※材料代が必要

囲 碁 吉村 安 20人 第２・４  木曜日（午前）

ガンバルーン体操 木原 博子 30人 第２・４  水曜日（午後）

社交ダンス 岳野 さゆり 15人 第１・３  火曜日（午前）

身体のケア体操 中濱 幸浩 40人 第１・３  月曜日（午前）

午前

午後

午後

午後

午前

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午前
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◎ 出生・死亡・婚姻など戸籍関係 の届け出は、守衛室(西間別館) 
　 でいつでも受け付けます。
　 問合せ　市市民課市民係（☎２２－２１１１   内線１２１１）

◎ 観光案内所は、祝日に関 係なく通常業務（午前９時～ 午後６時）
　 を行っています。
　 問合せ　☎２２－２４１１

大型連休の市役所事務
市関連施設　大型連休の休館日一覧

休日歯科診療

※事前に電話連絡の上受診してください。

日 医療機関名 電話番号 診療時間

４月30日（火） むかえ歯科医院（湯前町） ４３－３１３１
午前10時～午後４時

５月３日（木） 愛甲歯科クリニック ２４－００６１

４月 ５月
27日
(土)

28日
(日)

29日
(月)

30日
(火)

１日
(水)

２日
(木)

３日
(金)

４日
(土)

５日
(日)

６日
(月)

７日
(火)

８日
(水)

昭和
の日 休日 休日 休日 憲法

記念日
みどり
の日

こども
の日

振替
休日

市役所 休

カルチャーパレス
図書館 休 休

水道局 休

人吉城歴史館

総合福祉センター 休

老人福祉センター 休

スポーツパレス 休

石野公園

鉄道ミュージアム 休

くまりば
（まち・ひと・しごと

総合交流館）
休

申込・問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係　（☎２２－２１１１　内線１２３4）

 平成 31 年４月から
国民年金保険料の産前産後期間の免除制度が始まります

　平成 31 年４月から、国民年金第１号被保険者が出産された時に出産前後の一定期間の国民年金保険料
が免除される制度が始まります。
　この期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映されます。

　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成 31 年
2 月 1 日以降の方

　出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ
月間
　※多胎妊娠の場合、出産予定日または出産日が属す
　　る月の３カ月前から６カ月間

健康づくり。なかなか機会がない……。そんな男性へ！

もうひとっ花　咲かせよう

　市では、元気な毎日を送るための男性向け健康教室
を開催します。 「家族のため仕事一筋で働いてきたけ
れど、これから何をしようか……」。そんな第二の人
生を模索中のお父さん！ 何をやるにもまずは体が資
本です。この機会に、自分の健康のこと、これから
のこと、体力づくりをしながら一緒に考えてみませ
んか？ 男を磨いて自分らしく"もうひとっ花"咲かせま
しょう！

日程　５月14日～７月16日の火曜日全10回
時間　午後２時～４時
場所　市保健センター
対象　おおむね60歳以上の男性
定員　25人（先着順）
参加料　５００円（テキスト代）
申込方法　市高齢者支援課（市役所西間別館１階４番
窓口）に電話か窓口で直接申し込んでください。
申込期限　４月19日㈮

　
●自分の体を知る
●転倒・骨折を防ぐ！
●腰痛に負けない男になる！
●元気は口から！
●お酒とうまく付きあうコツ

　

●体力測定～自分を見つめる～
●気合いだーボクササイズ！
●腰痛、ひざ痛予防の筋トレ
●スクエアステップ～脳トレ！
●ノルディックウオーキング　など盛りだくさん

　市保険年金課窓口にある申請書に必要事項を記入
し、提出してください。申請書は日本年金機構ホーム
ページからダウンロードすることもできます。
　※申請に行かれる際は、必ず印鑑をお持ちください。
　※出産予定日の 6 カ月前から提出できます。出産
　　前に提出する場合は、母子健康手帳などをご用意
　　ください。

問合せ　八代年金事務所　( ☎０９６６－３５－６１２３)
　　　　市保険年金課国保年金係　( ☎２２－２１１１　内線１２２２)

免除期間

対象となる方 申請方法
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お
知
ら
せ

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　1578 番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
17
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

下
林
二
区
公
民
館

テ
ー
マ　

散
歩
「
春
が
来
た
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

５
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

８
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

15
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

22
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

29
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
ハ
―
バ

リ
ウ
ム
」、
講
師
：
花は
な
し
き
ぶ

色
舞
、
場
所
：

い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み（
矢
黒
町
）

31
日
㈮　

給
食
体
験

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

人吉市の住民基本台帳人口
平成 31 年２月末日現在

※（ ）は前月比

人の動き

総　数　32,579 人（－　19 人）
　男　　15,020 人（＋　  ５人）
　女　　17,559 人（－　24 人）
世帯数　15,560 世帯

 （－ 14 世帯）

湯
る
り
ん
サ
ロ
ン

５
月
の
案
内

　
「
湯
る
り
ん
サ
ロ
ン
」
は
、
介

護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
が
目
的

の
サ
ロ
ン
で
、
月
１
回
校
区
ご
と

に
運
動
や
口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
町

２
４
５
６
‐
１
）

対
象　

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の

方参
加
費　

５
０
０
円

７
日
㈫　

中
原
校
区

８
日
㈬　

西
校
区

14
日
㈫　

大
畑
校
区
①

15
日
㈬　

大
野
・
矢
岳
地
区

21
日
㈫　

東
間
校
区

22
日
㈬　

西
瀬
校
区

28
日
㈫　

東
校
区

29
日
㈬　

大
畑
校
区
②

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
時
間
や
乗
降
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
‐
４
９
６
７
）

※
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

ご
存
じ
で
す
か
？

紙
お
む
つ
等
助
成
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
・
支
援

す
る
た
め
に
、
介
護
用
品
の
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
う
ち
、
同

居
家
族
全
員
が
市
民
税
非
課
税

で
、
要
介
護
４
か
５
に
当
て
は
ま

る
方

利
用
券
助
成
額　

１
カ
月
上
限

６
千
円
、
年
間
上
限
７
万
２
千
円

※
利
用
券
は
市
指
定
の
介
護
用
品

取
扱
店
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
介
護
用
品　

紙
お
む
つ
、
は

か
せ
る
お
む
つ
、
平
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、ゴ
ム
手
袋
、ウ
エ
ッ

ト
タ
オ
ル
（
尻
拭
き
用
）、
お
む

つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ツ

※
申
請
す
る
と
き
は
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
市
高
齢
者
支
援
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
元

気
・
長
生
き
係

資
産
評
価
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
資
産
を
お
持

ち
の
方
は
資
産
の
評
価
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
31
日

㈮
※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
木
曜
は
～
午
後
７
時
）

場
所　

市
税
務
課
資
産
税
係
（
市

役
所
西
間
別
館
）

持
っ
て
く
る
も
の

本
人
が
来
庁
す
る
場
合
＝
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）

代
理
の
方
が
来
庁
す
る
場
合
＝
代

理
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
委
任

者
が
自
書
し
た
委
任
状

【
固
定
資
産
税
の
減
額
が
受
け
ら

れ
ま
す
】

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、耐
震
、

省
エ
ネ
の
ど
れ
か
の
改
修
工
事
を

し
た
方
や
認
定
長
期
優
良
住
宅
を

新
築
し
た
方
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係

「児童扶養手当」
「ひとり親家庭等医療費助成」を

受給されていない方は申請を！

　児童扶養手当や、ひとり親家庭等医療
費助成を受給するには申請が必要です。
市福祉課（市役所西間別館１階５番窓口）
で申請してください。

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２－２１１１ 内線１１４６）

受給資格者
　次のどれかに当てはまる児童（18歳になった日
から最初の３月31日までの間にある児童。ただし、
障がいのある児童は20歳未満）を監護する父また
は母、もしくは父母に代わってその児童を養育して
いる人に支給されます。
①父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が障がいの状態（年金の障がい等級１

級程度）にあり、公的年金の加算対象となってい
ない児童

④父または母の生死が明らかになっていない児童
⑤父または母から１年以上遺棄されている児童
⑥父または母がDV防止法で裁判所から保護命令を

受けている児童
⑦父または母が法律で１年以上拘禁されている児童

　児童扶養手当は、父母の離婚や死亡などの理由で、父または母と生計が同じでない児童が育成される家
庭の生活と自立を助け、児童の福祉の増進が目的の手当です。

⑧婚姻によらないで生まれた児童
⑨棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない

児童
※ 一定額以上の所得がある場合は手当の支給が停止

されます。
※ 父母が婚姻の届け出をしていなくても、事実上の

婚姻関係があるとき（内縁関係や定期的な訪問・
生活費の援助なども含む）や労働基準法などの遺
族補償を受けているときは、手当が支給されない
場合があります。

手当の額（月額）
①全部支給＝４万2,500円
②一部支給＝１万30円～ ４万2,490円
③第２子＝１万40円加算
④第３子以降＝１人につき5,020円加算

児童扶養手当

対象者
○20歳未満の児童を扶養している父子家庭の父と

母子家庭の母
○18歳になった日から最初の３月31日までの間に

ある父子家庭の児童、母子家庭の児童、父母のい
ない児童

　ひとり親家庭（父子・母子）などの医療費の３分の２を助成する制度です。（付加給付・高額療養費を除く）

※本人・同居家族の所得制限で対象にならない場合
があります。
※支給要件に当てはまるかの確認や申請書類など、
詳しくはお問い合わせください。

ひとり親家庭等医療費助成
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は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ

券
を
交
付
し
ま
す

　

市
指
定
の
鍼

し
ん
き
ゅ
う灸
院
な
ど
で
施
術

を
受
け
た
と
き
に
、
１
回
に
つ
き

１
枚
（
５
０
０
円
）
を
助
成
し
ま

す
。

交
付
対
象
者

○
市
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

　

 

１
世
帯
に
つ
き
年
度
内
に
２
冊

ま
で
交
付
し
ま
す
（
１
冊
24
枚

つ
づ
り
）。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

 

１
人
に
つ
き
年
度
内
に
２
冊
ま

で
交
付
し
ま
す
（
１
冊
12
枚
つ

づ
り
）。

申
請
方
法　

保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
２
冊
目
は
１
冊
目
を
全
部
使
用

し
て
か
ら
交
付
し
ま
す
。

※
紛
失
・
破
損
な
ど
の
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
険
年
金
課

国民健康保険の届け出はお済みですか？
　加入中の健康保険（協会けんぽ、組合健保、共済組合など）が変更になった場合には、
市保険年金課（市役所西間別館１階２番窓口）へ必ず届け出をお願いします。

国保に加入するとき

国保をやめるとき

□ 職場の健康保険をやめたとき
□ 健康保険の被扶養者から外れたとき
□ ほかの市町村から転入したとき
□ 子どもが生まれたとき
□ 海外から転入したとき

□ 職場の健康保険に加入したとき
□ 家族の健康保険の被扶養者になったとき
□ ほかの市町村に転出したとき
□ 被保険者が死亡したとき
□ 海外に転出したとき

喪失の届け出が遅れると……

　加入しなければならない日にさか
のぼって国保に加入するため、納税
の義務もさかのぼって発生します。

　国保税が課税されたままになりま
す。資格がない保険証で病院にか
かったときに国保が負担した医療費
を返していただく場合があります。

※修学のため市外に転出する場合は、「学生証」か「在学証明書」、「合格通知書」が必要です。
※児童福祉施設など市外の施設に入所する場合は、「施設入所証明書」が必要です。

問合せ　市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１　内線１２２１・１２２２）

喪失の届け出が遅れると……

児
童
扶
養
手
当

４
月
支
払
い
分
を
振
り
込
み
ま
す

　

４
月
期
（
平
成
30
年
12
月
～
平

成
31
年
３
月
分
）
の
児
童
扶
養
手

当
を
、
４
月
11
日
㈭
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

に
は
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

期
日　

４
月
26
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革
関

連
法
が
施
行
さ
れ
、
働
き
方
が
変

わ
り
ま
す
。

① 

時
間
外
労
働
の
上
限
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
時
間
に
罰
則
付
き

の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

② 

年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

が
必
要
で
す
。

　

使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次

有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者

に
年
5
日
、
時
期
を
指
定
し
て
有

給
休
暇
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

問
合
せ　

熊
本
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
室
（
☎
０
９
６
‐

３
５
２
‐
３
８
６
５
）

催
　
し

中
原
城
跡
発
掘
調
査

現
場
説
明
会

人
吉
市
長
選
挙

公
開
討
論
会
２
０
１
９

　

原
城
配
水
池
築
造
工
事
に
伴

い
、
２
月
か
ら
中
原
城
跡
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
原

城
跡
は
、
６
０
０
年
前
に
相
良
氏

が
居
住
し
た
場
所
で
す
。
調
査
で

当
時
の
貴
重
な
生
活
の
跡
や
陶
磁

器
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
、
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
現
場
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
が
中
原
城
の
遺
構
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
最
初
で
最
後
の
機

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

４
月
13
日
㈯

　

人
吉
球
磨
地
域
の
未
来
を
真
剣

に
考
え
、
人
吉
市
長
選
挙
に
立
候

補
を
予
定
さ
れ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の

熱
意
や
具
体
的
な
政
策
を
市
民
の

方
々
に
直
接
聞
い
て
い
た
だ
く

「
人
吉
市
長
選
挙
に
伴
う
公
開
討

論
会
２
０
１
９
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

４
月
11
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
45
分

（
受
け
付
け
午
後
６
時
～
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
ひ
と

よ
し
球
磨
青
年
会
議
所 

一
般

討
論
会
実
行
委
員
会 

簔
田
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２
２
９
‐

９
８
７
２
）

藍
田
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

藍
田
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
立
候
補
届
出
や
選
挙
運
動
な

ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
関

係
者
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
23
日
㈫

時
間　

午
後
３
時

場
所　

市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
仮
本
庁
舎
３
階
議
員
控
室

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会

犬
の
飼
い
方
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
　

 

犬
の
ふ
ん
で
、
道
路
や
河
川
、

公
園
、
庭
、
畑
な
ど
が
汚
さ
れ

て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き
は
、

ふ
ん
を
持
ち
帰
り
、
責
任
を

持
っ
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　

 

犬
は
常
時
つ
な
ぐ
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昼
夜
を

問
わ
ず
、
絶
対
に
犬
を
放
し
飼

い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
散

歩
時
は
必
ず
引
き
綱（
リ
ー
ド
）

を
し
っ
か
り
持
っ
て
放
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
が
人
や
犬
を
か
ん
だ

ら
、
飼
い
主
も
か
ま
れ
た
人
も
速

や
か
に
人
吉
保
健
所
（
☎
22
‐

３
１
０
８
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
医
療
や

介
護
・
福
祉
の
専
門
職
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
活
動
し
、
お
困
り
ご
と

に
対
応
し
ま
す
。

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
認
知

症
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
本
人
と

そ
の
家
族
を
訪
問
し
、
医
療
や
介

護
な
ど
、
事
業
所
と
情
報
を
共
有

し
て
連
携
し
ま
す
。
病
院
受
診
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
家
族
へ
の

支
援
な
ど
も
包
括
的
・
集
中
的
に

実
施
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

支
援
対
象
者　

自
宅
で
生
活
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
人
で
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
人
ま
た
は
認
知
症
の

人
な
ど
。

○ 

認
知
症
の
症
状
が
強
く
、
介
護

　

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線

付
近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
設
置
や

魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
掛
か
っ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
九
州
電
力
ま

バ
ス
の
現
在
地
を

ス
マ
ホ
で
確
認

　

４
月
８
日
か
ら
県
内
の
バ
ス
の

運
行
情
報
が
、
高
速
バ
ス
や
一
部

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
除
き
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず
確
認
で

き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
「
バ
ス
き
た
く
ま
さ
ん
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
交
バ
ス
株
式
会

社
（
☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐

０
１
０
０
）

い
。

犬
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

 

犬
に
は
鑑
札
・
注
射
済
票
を
付

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
室
内
犬
で
も
必
ず
首

輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

九
州
電
力
株
式
会
社
人

吉
配
電
事
業
所
（
☎
０
１
２
０
‐

９
８
６
‐
６
０
８
）

に
困
っ
て
い
る
人

○ 

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
家
族
に

診
断
を
受
け
さ
せ
た
い
が
、
受

診
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
人

○ 

認
知
症
の
治
療
を
中
断
し
て
い

る
家
族
が
い
る
人

○ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

が
、
利
用
に
つ
な
が
ら
な
い
人

問
合
せ　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
高
齢
者
支
援
課
内
）

時
間　

１
回
目
：
午
前
10
時
～
11

時
、
２
回
目
：
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

場
所　

中
原
城
跡
（
原
城
団
地
横

　

原
城
配
水
池
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

定
員　

１
回
あ
た
り
50
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

申
込
・
問
合
せ　

市
歴
史
文
化
課

歴
史
文
化
係
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　鉄道の魅力を多くの人に知ってもらう施設として、平
成 27 年５月 30 日に開館した「人吉鉄道ミュージアム
M

も ぞ か

OZOCA ステーション 868」の開館記念イベントを開
催します。子どもも大人も楽しめるイベントが盛りだくさ
ん！ 家族みんなで遊びに来てください！

※駐車場は、人吉駅駐車場をご利用ください。付近の民営施設に駐車しないでください。
※内容は、気象状況などで変更する場合があります。
※機関庫見学は人数制限があります。詳しくは MOZOCA ステーションへお問い合わせください。

問合せ　 人吉鉄道ミュージアム MOZOCA ステーション（☎４８－４２００）

募
　
集

● MOZOCA スタンプラリー
● SL 人吉お出迎え・お見送り

館内全体で全開催日実施

日時 内容 場所
５月 11 日（土） 終日 館内デコレーション 館内全体

５月 12 日（日） 午前 11 時 30 分～ 肥薩線クイズ（計３回） ２階学習スペース

５月 18 日（土） 午前 10 時 30 分～
11 時 30 分 森のお話し会 ２階学習スペース

５月 19 日（日） 午前 11 時 30 分～ 肥薩線クイズ（計３回） ２階学習スペース

５月 25 日（土） 午後０時 30 分～ 機関庫見学 機関庫（要予約 30 人）

５月 26 日（日） 午後０時 30 分～ SL 講演会 ２階学習スペース

災
害
時
協
力
井
戸
を

募
集
し
ま
す

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
水

道
の
給
水
が
停
止
し
た
場
合
に
、

被
災
者
へ
飲
用
以
外
の
生
活
用
水

を
提
供
い
た
だ
け
る
井
戸
を
「
災

害
時
協
力
井
戸
」
と
し
て
登
録
を

始
め
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

参
加
者
募
集

　

人
吉
お
城
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ

で
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
を

開
催
し
ま
す
。
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き

る
１
歳
前
後
の
お
子
さ
ん
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
歩
い
た
場
合
は
失
格
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
28
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
45
分
（
予
定
）

申
込
方
法　

電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
５
日
㈮

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

各
種
統
計
調
査
で
調
査
員
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
や
統
計
調
査
に
興
味
が
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。「
登
録
調
査
員
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
企
画
課
企
画
政
策
係

　いつでも誰でも参加できる総合型地域スポーツクラ
ブ「カルヴァーリョ・ラッソ人吉」では、１年間を通
して多種多様なスポーツや文化教室を開催していま
す。初心者でも気軽に参加できます。ぜひご入会くだ
さい。
開催教室　 硬式テニス、バドミントン、ビーチボール

バレー、健康ボウリング、ジュニアソフト
テニス、フットサル、ハンドボール、トラ
ンポリン、カヌー、レクリエーションクラ
ブ、はじめてのいけばな、やさしいいけば
な、はじめてのお茶

年会費　○ジュニア　  （18 歳未満）５千円
　　　　○一般　　　  （18 歳以上）１万円
　　　　○ファミリー（同居世帯）　１万４千円
　　　　※教室参加料が別途かかります。
申込方法　 市社会教育課（市役所カルチャーパレス仮

本庁舎１階）にある申込書に記入し会費と
一緒に提出してください。

　　　　　※ 詳しくはお問い合わせいただくか市ホー
ムページをご覧ください。

申込・問合せ　 カルヴァーリョ・ラッソ人吉事務局　
（市社会教育課内　☎２２－２１１１
内線５２４１）

平
成
31
年
度
の
永
年
無
事
故

運
転
表
彰
者
を
募
集
し
ま
す

　

９
月
21
日
か
ら
始
ま
る
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
に
お
い
て
、
無

事
故
・
無
違
反
運
転
で
表
彰
さ
れ

る
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
表
彰
者
に
は

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

熊
本
県
交
通
安
全
協
会

会
員
で
、
過
去
５
年
以
内
に
無
事

故
・
無
違
反
の
方
。
表
彰
対
象
期

間
は
、
10
年
、
20
年
、
30
年
、
40

年
間
の
４
区
分

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈮

申
請
先　

人
吉
地
区
交
通
安
全
協

会
事
務
局
（
人
吉
警
察
署
内
）

申
請
料　

無
料

問
合
せ　

人
吉
地
区
交
通
安
全
協

会
事
務
局
（
☎
24
‐
４
１
１
０
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

作
り
ま
せ
ん
か
？

　

夏
の
省
エ
ネ
対
策
に
効
果
が
あ

る
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？ 

先
着
30

組
の
家
庭
や
事
業
所
に
ゴ
ー
ヤ
な

ど
の
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
挑
戦
し
や
す
い
作
り

方
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配
布
し
ま
す
。

配
付
対
象　

市
内
の
自
宅
ま
た
は

事
業
所
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

取
り
組
め
る
方
（
育
成
状
況
や
取

り
組
ん
だ
感
想
な
ど
を
市
環
境
課

へ
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
グ
リ
ー

第
31
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー

作
品
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す

出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
書
、
彫
刻
、
工
芸

出
品
資
格　

県
内
に
住
む
60
歳
以

上
（
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
）

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

出
品
料　

１
千
円

申
込
方
法　

市
高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
）
窓
口

に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
６
月

28
日
㈮

※
出
品
は
１
人
１
点
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
（
☎

０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３
）

デ
イ
サ
ロ
ン
と
あ
さ
デ
イ
で

心
も
体
も
元
気
に
！

　

最
後
ま
で
自
分
の
足
で
歩
き
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
、
日
頃

か
ら
運
動
や
人
と
の
交
流
を
楽
し

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

ト
レ
、
脳
ト
レ
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？ 

各
公
民
館
で
デ
イ

サ
ロ
ン
と
あ
さ
デ
イ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
日
程
表
は
各
公
民
館
に
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

方時
間　

デ
イ
サ
ロ
ン
：
午
前
10
時

～
午
後
２
時
、
あ
さ
デ
イ
：
午
前

10
時
～
正
午

利
用
料　

デ
イ
サ
ロ
ン
：
５
０
０

円
（
昼
食
代
込
）、
あ
さ
デ
イ
：

無
料

持
っ
て
く
る
も
の　

水
筒
、
タ
オ

ル問
合
せ　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
24
‐
９
１
９
２
）

田
野
高
原

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

　

田
野
高
原
の
素
晴
ら
し
い
景

色
の
中
を
歩
き
、
野
焼
き
後
の

美み
は
る
や
ま

晴
山
の
草
原
で
ワ
ラ
ビ
狩
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

４
月
21
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

田
野
町　

美み
は
る
や
ま

晴
山
一
帯

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

料
金　

２
千
円

問
合
せ　

田
野
高
原
美
晴
会
・
元
田

宗む
ね
は
る治
さ
ん
（
☎
29
‐
０
１
２
６
）

ン
カ
ー
テ
ン
の
普
及
啓
発
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

か
、
申
込
書
を
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

申
込
期
間　

４
月
８
日
㈪
～
26
日

㈮
※
先
着
順

苗
の
配
布
日　

５
月
８
日
㈬
～
17

日
㈮
（
申
し
込
み
時
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

申
込
・
問
合
せ　

日
本
百
名
城　

人
吉
お
城
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
部

(

人
吉
温
泉
観
光
協
会
内　

☎
22

‐
１
３
７
０
）

電
子
メ
ー
ル　

info@
hitoyoshi 

onsen.net

対
象
と
な
る
井
戸

①
市
内
に
あ
る
井
戸

② 

現
在
井
戸
と
し
て
使
用
し
て
い

る
こ
と

③ 

災
害
時
に
ト
イ
レ
や
洗
濯
な
ど

生
活
用
水
を
必
要
と
す
る
方

に
、
無
償
で
水
を
提
供
で
き
る

こ
と

④ 

「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
標
識

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
表
示
で
き

る
こ
と

⑤ 

井
戸
の
位
置
や
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
名
を
避
難
行
動
要
支
援

者
（
災
害
時
の
避
難
行
動
に
支

援
が
必
要
な
方
）
名
簿
に
掲
載

で
き
る
こ
と

　

災
害
発
生
時
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

25 24HITOYOSHI　2019.04.01 広報ひとよし　４月号



技
能
・
特
別
教
育
講
習

安
全
衛
生
教
育
等
講
習
会

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
！

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学

中
小
企
業
者
の
た
め
の
研
修
会

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
日
程
で
各
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
受

講
料
は
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
込
）

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

講習名 実施期間 申込期限 受講料

アーク溶接 ４月 23 日㈫～ 25 日㈭
３日コース　21 時間 ４月 18 日㈭ 20,000 円

小型移動式クレーン ５月 14 日㈫～ 16 日㈭
３日コース　20 時間 ５月 10 日㈮ 43,500 円

刈払機取扱作業 ５月 22 日㈬
１日コース　６時間 ５月 17 日㈮ 11,000 円

フルハーネス作業
（３コース）

４ 月 15 ㈪・16 日 ㈫、
５月 27 ㈪・28 日㈫

各実施日の
４日前

5,000 円
～ 11,000 円

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や

文
章
入
力
、
ワ
ー
ド
の
基
本
的
な

操
作
か
ら
実
用
的
技
術

日
程　

５
月
７
日
～
６
月
25
日
の

毎
週
火
・
金
曜
（
６
月
11
日
・
14

日
を
除
く
13
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

受
講
料　

８
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

申
込
期
限　

４
月
19
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

hk-noukaicenter.com
/

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

内
容　

地
域
の
歴
史
と
文
化
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
な
ど

期
日　

原
則
毎
月
第
３
月
曜
日

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

ほ
か

入
学
資
格　

人
吉
球
磨
地
域
に
住

ん
で
い
る
60
歳
以
上
の
方

定
員　

１
０
０
人
程
度

受
講
料　

年
額
６
千
円
（
２
回
分

割
可
）、
入
学
金
千
円
（
新
入
学

者
の
み
）

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
を
記
入

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
10
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
さ

わ
や
か
大
学
事
務
局
（
☎
22

‐
４
４
７
７
、
〒
８
６
８
‐

０
０
２
４　

鶴
田
町
16
米
津
方
）

　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で

は
、
中
小
企
業
者
に
向
け
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
決
算
書
の
読
み
方
講
座
】

期
日　

５
月
15
日
㈬
～
17
日
㈮

対
象　

管
理
者
、
新
任
管
理
者

定
員　

30
人
※
先
着
順

受
講
料　

３
万
１
千
円

【
女
性
管
理
者
養
成
研
修
】

期
日　

５
月
28
日
㈫
～
30
日
㈭

対
象　

管
理
者
、
新
任
管
理
者
、

リ
ー
ダ
ー

定
員　

25
人
※
先
着
順

受
講
料　

３
万
１
千
円

【
共
通
事
項
】

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

（
鬼
木
町
１
７
６
９
‐
1
）

申
込
方
法　

中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
人
吉
商
工
会
議
所
人
材
育
成
事

業
補
助
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

中
小
企
業
大
学

校
人
吉
校
（
☎
23
‐
６
８
０
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

sm
rj.g

o
.jp

/in
stitu

te
/

ラ
ッ
ソ
人
吉
１
日
体
験
教
室

　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ

人
吉
」
の
１
日
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て

一
緒
に
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

体
験
種
目　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
硬
式
テ
ニ
ス
、

は
じ
め
て
の
い
け
ば
な
、
や
さ
し

い
い
け
ば
な
（
予
定
）

期
日　

４
月
22
日
㈪

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
（
受
け

付
け
は
午
後
６
時
～
）

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

参
加
料　

１
人
１
０
０
円

申
込
方
法　

市
社
会
教
育
課
（
市

役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁

舎
１
階
）
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル

で
も
可
（
参
加
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
・
参
加
種
目

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
期
限　

４
月
12
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

講
　
座

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
事
務
局
（
市

社
会
教
育
課
内
）

電
子
メ
ー
ル　

syakaikyouiku 
@

hitoyoshi.kum
am

oto.jp

hitoyoshi/

人吉球磨クリーンプラザへの持ち込み

搬 入できる日 日曜日～金曜日
（土曜日・祝日は休み）

搬 入時 間 午前８時30分～午後５時

搬 入料 金 10kg当たり100円

※ クリーンプラザに搬入するときは、市指定ごみ袋は
不要です。

※家庭から持ち込まれる資源ごみは無料です。

祝日など 家庭ごみ収集

４月29日（月） 昭和の日 ○（月曜日地区）

４月30日（日） 休日 ○（火曜日地区）

５月１日（水） 休日 ×

５月２日（木） 休日 ×

５月３日（金） 憲法記念日 ×

５月４日（土） みどりの日 ×

５月５日（日） こどもの日 ×

５月６日（月） 振替休日 ○（月曜日地区）

７月15日（月） 海の日 ○（月曜日地区）

８月12日（月） 振替休日 ○（月曜日地区）

お盆は通常日程どおり収集します

９月16日（月） 敬老の日 ○（月曜日地区）

９月23日（月） 秋分の日 ○（月曜日地区）

10月14日（月）体育の日 ○（月曜日地区）

10月22日（火）休日 ×

祝日など 家庭ごみ収集

11月４日（月） 振替休日 ○（月曜日地区）

11月23日（土）勤労感謝の日 ×

12月28日（土）年末特別収集 ○（月・木曜日地区）

12月29日（日） 〃 ○（火・金曜日地区）

12月30日（月）
～１月５日（日）年末年始 ×

１月13日（月） 成人の日 ○（月曜日地区）

２月11日（火） 建国記念の日 ×

２月24日（月） 振替休日 ○（月曜日地区）

３月20日（金） 春分の日 ×

祝日などの家庭ごみ収集カレンダー
2019年度保存版

※上表が「○」の場合、その曜日に指定された種類のご
みを収集します。出すことができるごみの種類を確認
して、当日の午前８時までに出してください。

※ほかの地区へのごみ出しは絶対にしないでください。
※年末年始の特別収集日（12月28日・29日）は不燃ご

みも収集します。

この表に記載のない日は、通常日程ど
おり収集します。

問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２－２１１１  内線２７１１）
　　　　人吉球磨クリーンプラザ（人吉市赤池水無町1269－１　☎２２–１４１４）

環境課からのお知らせ
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

【一般向け】 【児童向け】

新刊案内

人吉のリーダーの皆
さんが、毎月お薦め
の本を紹介します。

５月の乳幼児健診
市保健センター母子保健係

受付時間 ３歳６カ月＝午後０時30分～１時
７～８カ月＝午後１時～１時15分
１歳８カ月＝午後０時45分～１時10分

※母子健康手帳、バスタオル、健やか親子 21 ア
　ンケート、３歳６カ月児は尿もお持ちください。

健診 対象者 日程
3 歳 6カ月 平成27年11月生 ７日㈫    

７～８カ月 平成30年９月生 14日㈫

1歳 8カ月 平成29年８月生 21日㈫

ごみ情報

ごみ処理にかかった経費 3,720 万 1,254 円
● ごみ出し家計簿(平成31年２月分)

燃えるごみ 413.34 トン (＋６.47％ )
燃えないごみ 25.15 トン (＋10.65％ )
資源ごみ 53.38 トン (＋０.98％ )

※()は前年度比
市民一世帯当たりのごみの量　32kg

※「ごみ出しルール読本」が必要な方は市環境課へ！

市環境課廃棄物対策係問

　このコーナーでは、平成30年度から活動を開始した
「人吉市地域おこし協力隊」隊員の日々の活動をお届け
していきます。

　今回で２回目の執筆となる人吉市地域おこし協力隊の
大底です。人吉市に移住して約３カ月。ようやく寒い冬を
越え、過ごしやすい季節になってきましたね。少しずつで
はありますが、市民の方々と交流を深め、この地域になじ
んできたところです。
　今回は球磨川くだりの近況を報告します。今年１月末に
代表者が変更し、瀬

せ ざ き

﨑公
こうすけ

介代表の新体制の下、２月には
定休日の導入や料金の改定、発船時刻の変更、３月は新
ロゴの発表や発船最少催行人員を６人から２人に変更と、
新生「球磨川くだり」として怒

ど と う

涛のように変革を遂げてい
る最中です。

　人吉球磨地域のシンボル
である球磨川くだりを絶や
さず、観光振興に貢献し、
市民の皆さまにさらなる良
い報告ができるように尽力
しますので、温かい目で見
守ってください。

熊
本
県
司
法
書
士
会

「
相
続
セ
ン
タ
ー
」

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
続
問
題
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
と
し
て
県
下
８
カ
所

（
熊
本
市
・
宇
城
市
・
山
鹿
市
・

阿
蘇
市
・
玉
名
市
・
八
代
市
・
天

草
市
・
人
吉
市
）
に
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を

紹
介
す
る「
司
法
書
士
紹
介
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
や
司
法
書
士
紹
介
に
よ
る
相
談

は
ど
れ
も
初
回
相
談
無
料
で
す
。

相
　
談

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
県
司
法
書
士
会

相
続
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐

３
７
２
‐
２
５
２
５
）

日曜日も開庁中！

納税課窓口

※ 納税課のみの開庁となりますので、他
課との連絡調整が必要な業務は対応で
きない場合があります。不明な点は事
前にお問い合わせください。

※ 市役所西間別館正面玄関からお入りく
ださい。

取り扱い業務　市税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料・入
湯税・法人市民税の納付、納税証明の発
行、水道料金・下水道使用料、下水道受
益者負担金の納付、市営住宅家賃の納付
問合せ　市納税課納税係
　　　　( ☎ 22 － 2111  内線 1162)

開庁日　5 月 12 日・19 日・26 日
開庁時間　午前 9 時～午後 4 時

人吉市地域おこし協力隊

隊員　大
おおそこ

底  俊
としゆき

之

ラトナ・サリ・デヴィ・スカルノ 著

選ばれる女におなりなさい　デヴィ夫人の婚活論 大人になるまえに知っておきたいお金のこと

　この本は伊予松山出身で明治
の騎兵隊の創設者の秋山好

よしふる

古、
その弟で海軍参謀の秋山真

さねゆき

之、
そして近代俳句・短歌の祖であ
る正岡子規の３人が友情と成
長そして情熱を通し、若々しく
勃
ぼっこう

興する明治国家を背景に当時
の青春を描く歴史小説です。長
編ですが気軽に楽しく読める一
冊です。

坂の上の雲

４月の休館日　
１日、８日、15日、22日、30日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　貧しい幼少時代から海外の国家元首の
妻になったデヴィ夫人だから語れる恋愛
術。チャンスが目の前にきたら必ずつか
むこと。世の女性たちが少しでも幸せな
恋愛ができるように夫人の半生を振り返
りながらまとめられた一冊。

　大人になる前にきちんと知っておきた
いお金について学べる絵本。お金の成り
立ちや、デビットカードとクレジット
カードの違い、ビットコインの特徴やお
金の稼ぎ方、貯め方、使い方などを分か
りやすく解説。ためになる本です！

山
や ま し た

下 三
さ ぶ ろ う

郎さん

人吉市町内会長嘱託員連合会
会長

司
し ば

馬 遼
りょうたろう

太郎著

ハイジ・フィードラー 著

第 33 回
●買い物にはマイバッグを持っていこう
　毎日の買い物にマイバッグを持参していますか？ お店など
でもらうレジ袋は家に帰ればごみになることが多いのではな
いでしょうか？ 不要なレジ袋を減らすとごみを燃やすエネル
ギーが減り、CO2 が削減されます。お店によってはポイント
がもらえたりお得になることも！
　買い物にはマイバックを持参しましょう。

エコバッグは車中に入れておけば安心

29 HITOYOSHI　2019.04.01 28広報ひとよし　４月号



人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Mayor ' s  Diary

Vol.44

作り方

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

おやつシリーズ

はい、こちら

消費生活センターです
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

　

昨
年
３
月
に
設
立
し
た
日
本
遺
産

人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
若
手
事
業
者
な
ど
で
構
成
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
が
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
た
め
の
会
議
を
重

ね
、
3
月
9
日
の
第
２
回
観
光
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
統
一
ブ
ラ
ン

ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
ロ
ゴ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
吉
球
磨
地
域
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
同
じ
方
向
を
目
指
し
た
観
光
施

策
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
協
議
会
の
取

組
み
は
人
吉
球
磨
地
域
の
民
間
、
若

手
の
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
と
い
う
気
持

ち
で
、
自
主
的
に
行
動
を
起
こ
し
た

こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
行
政
と
し
て

も
一
緒
に
、
全
力
で
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
形
に
し

て
い
く
具
体
的
な
事
業
の
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る

地
方
に
す
る
た
め
私
た
ち
が
自
分
た

ち
が
住
む
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
訪

れ
た
人
た
ち
に
感
動
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
人
吉
球
磨

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
参
り

ま
す
。

果実とあんこの絶妙なバランス

「イチゴ大福」

市販の大福粉(200㌘）／市販の白あん(300㌘ )／イチゴ(1パッ
ク・約 15個入り )／水 (200cc) ／片栗粉 (適量 )

▲愛らしくうっすら赤く染まるイチゴ大福

 材 料 ( 約 15 個分 )

①�イチゴを洗ってヘタを取り、水気を切っておく
②�白あんを 15個に分け、イチゴを白あんで包んで丸める
③�大福粉を水で溶きよく混ぜる
④�ぬれた敷布を敷いた蒸し器に③を入れ、20分ほど蒸す
⑤�片栗粉を大皿にふるい、その上に蒸し上がった餅を移して 15�個
　�に分ける
⑥�餅を餃子のように少し伸ばし、引き上げるようにして②を包み
　�形を整えたら完成！
※�②と⑥はイチゴの頭を下にして包みあげる
※�④の敷布はクッキングペーパーでも代用できます

　イチゴの旬の時季に作りたくな
る一品。白あんのイチゴ大福は上
品な味わいになり、見た目もきれ
い！ 小ぶりのイチゴを使うと上
手に包むことができますよ。生地
が柔らかく子どもも扱いやすいの
で、ぜひお子さんと一緒に作って
みてほしいです。

　社会問題となっているあおり運転の対策とし
て、ドライブレコーダーに注目が集まっています。
　自動車のフロントガラスなどに取り付け、運転
の様子を記録するドライブレコーダーですが、事
故やトラブル発生時に映像を確認したところ、録
画されていなかったという相談が増えています。

―事例１―
　当て逃げ事故に遭い、警察からドライブレコー
ダーの映像提供を求められたが、５カ月前から作
動しておらず、事故当時の映像が録画されていな
かった。
―事例２―
　ドライブレコーダーを取り付けたが、ＳＤカー
ドの不良で録画されていなかった。

①映像は定期的に確認する
　　本体やＳＤカードに異常がないか確かめるた
　め、正常に記録されていることを定期的に確認し
　ましょう。
②ＳＤカードは定期的に初期化する
　 　取扱説明書に沿い定期的に初期化して使用しま

しょう。
③ＳＤカードは消耗品。定期的に交換する
　　ＳＤカードは繰り返しの記録により劣化してい
　く消耗品です。容量やデータ読み込み速度など、
　ドライブレコーダーの仕様に合ったＳＤカードを
　選択し、定期的に新品に交換しましょう。

ドライブレコーダーを確認しましょう

正しく記録するためのアドバイス

麻
ま

しん（はしか）に注意しましょう！
麻しんの症状
　今年に入り、麻しんの発生が全国で急増していま
す。麻しんはヒトからヒトへ感染し、その感染力は
非常に強く、免疫を持っていない人が感染するとほ
ぼ発症し、一生免疫が持続すると言われています。
　症状としては発熱やせき・鼻水といった風邪に似
た症状が２～３日続いた後、高熱と発疹が現れます。
ほかの人に感染する期間は発病の１日前から解熱後
３日経過するまでと言われています。
　似たような症状で風しんもあり、こちらも現在流
行しています。

予防接種の有効性
　麻しんや風しんを予防する有力な方法が予防接種
です。
　子どもは２回の接種が勧められており、１回目で
95㌫以上、２回目で99㌫の抗体ができると言われ
ています。
　現在は大人の方に流行しており、感染拡大を防止
するため国は新たな予防対策を計画しています。

　これから、気候が良くなり、大型連休もあるため、
外に出掛ける機会が多くなると思います。
　麻しんや風しんの感染を防ぐために予防接種は早
めに受けましょう!!
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広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
右
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
４
月
25
日
㈭
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyo

shi.kum
am

oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電 子 メ ー ル　kikaku@hitoyoshi.
kumamoto.jp
※右のＱＲコードを読み
取ると応募フォームから
申し込みができます。

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

連絡先を忘れずに

　次ページの「みなさんからのおたより」に投稿
いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと
納税返礼品にご協力いただいている事業所から商
品をプレゼントします。　
　人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえ
ています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介く
ださい！　また、ふるさと納税の返礼品に出品い
ただける商品も募集しています。詳しくはお問い
合わせください。
■問合せ　市企画課シティプロモーション推進室
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２２２２）

読 者
プ レ ゼ ン ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
と
共
に
寄

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
人
吉

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

別
れ
と
出
会
い
の
季
節

で
す
ね
。
私
は
消
防

団
を
退
団
し
ま
し
た
。
団
員

を
は
じ
め
周
り
の
方
々
の
理

解
に
よ
り
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
は
ホ
っ
と
し
た
気

持
ち
と
寂
し
さ
が
入
り
混

じ
っ
て
い
る
心
境
で
す
。

　

広
報
担
当
は
４
月
で
２
年

が
経
過
。
相
変
わ
ら
ず
写
真

や
文
章
に
苦
慮
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
に
は
新
元
号
と
な

り
ま
す
。
心
機
一
転
、
新
し

い
出
会
い
を
求
め
取
材
に
向

か
い
ま
す
。（
山
本
）

■ 

編
集
後
記 

■

オシャレ大好きおませ
さん♪ わが家の愛ド
ルりぃちゃんです♡

西
にし

 凛
り あ ら

愛ちゃん
３歳（下城本町）

平成27年10月２日生

翔パパ・すずみママ

市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
各
窓
口

に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

「
ひ
ら
め
き
箱
」
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
め
き
箱
の
設
置
場
所

◎
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◎
市
役
所
西
間
別
館
正
面
入
口

※
月
2
回
開
封
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル　

in
fo@

h
itoyo

shi.kum
am

oto.jo

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
回
答
は
、
市
の
掲
示
板

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
特
定
の
個
人
を
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
す

る
も
の
な
ど
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

じい・ばあ、いつもあ
りがとう。歩きも返事
も上手になりました。

湯
ゆ も と

本 泰
たいせい

成ちゃん
１歳（上薩摩瀬町）
平成30年３月12日生

達也パパ・美幸ママ

２人のお兄ちゃんたち
と一緒に、毎日元気に
遊んでまーす。

太
お お た

田 菜
な な か

心ちゃん
９カ月（願成寺町）
平成30年６月19日生

誠作パパ・千鶴ママ

市
役
所
に
入
庁
し
て
は

や
８
年
が
経
ち
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
、
入
庁
直

前
の
３
月
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
。
５
年
前
に
多
良
木

町
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
、
３
年
前
の
平
成
28

年
４
月
に
は
熊
本
地
震
が
発

生
と
、
た
っ
た
８
年
間
で
は

あ
り
ま
す
が
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
か
ら
新
元
号
に

な
り
ま
す
が
、
新
た
な
時
代

が
常
に
泰
平
な
世
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。（
竹
内
）

★
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
ま
し
た
。
沿
道
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
応
援
の
お
か
げ
で
無

事
完
走
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
日
受

け
付
け
の
際
、
救
命
処
置
の
講
習

も
受
け
ま
し
た
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

お
も
て
な
し
が
あ
ま
り
に
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
、
後
日
自
宅
で
も

つ
ぼ
ん
汁
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
ま
た
人
吉
へ
遊
び
に
行
き
ま

す
。P.N

さ
ん
せ
い
さ
ん
（
鹿
児
島
県
）

●
完
走
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
地

元
の
方
々
の
お
も
て
な
し
で
気
持

ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し

い
で
す
。
ぜ
ひ
ま
た
人
吉
に
来
て

く
だ
さ
い
♪

★
人
吉
の
人
口
増
加
の
対
策
と
し

て
、
高
校
生
な
ど
人
吉
に
就
職
が

で
き
る
よ
う
に
大
き
な
企
業
の
誘

致
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

P.N
ミ
サ
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
城
本
町
）

●
人
吉
球
磨
地
域
で
就
職
活
動
を

控
え
た
高
校
生
な
ど
向
け
の
企
業

説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
地
元
企
業
の
良
さ
や

地
元
で
暮
ら
す
生
活
を
描
き
や
す

く
な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
。

★
東
京
か
ら
人
吉
に
越
し
て
来
て

か
ら
、
花
粉
症
の
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
桜
の
咲
く

こ
ろ
に
は
多
少
鼻
水
が
出
た
り
し

ま
す
が
、
東
京
に
い
た
こ
ろ
に
比

べ
れ
ば
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。

P.N
ヒ
ノ
キ
ス
ギ
子
さ
ん
（
鬼
木
町
）

●
花
粉
症
の
症
状
が
和
ら
い
で
よ

か
っ
た
で
す
。
土
地
柄
山
に
囲
ま

れ
て
花
粉
が
多
い
の
で
す
が
、
空

気
が
き
れ
い
な
の
で
都
会
と
比
べ

て
体
に
負
担
が
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
♪

★
少
し
前
の
ド
ラ
マ
で
農
業
用

無
人
ロ
ボ
ッ
ト
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
農
家
の
長
男
で
は
あ
る
も
の

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
る
身

と
し
て
他
人
ご
と
と
思
え
ず
、
毎

回
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
観
て
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
で
は
農
家
を
継
ぐ
た

め
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
る
話

で
し
た
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か

そ
こ
ま
で
決
断
が
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
ド
ラ
マ
に

あ
っ
た
よ
う
に
農
業
用
無
人
ロ

ボ
ッ
ト
が
普
及
し
た
ら
、
先
祖

代
々
受
け
継
い
で
き
た
農
地
を
荒

ら
す
こ
と
な
く
次
の
世
代
に
渡

す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

P.N
殿
さ
ま
バ
ッ
タ
さ
ん
（
下
林
町
）

●
と
て
も
画
期
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
で

す
ね
！ 

す
で
に
自
動
運
転
機
能

が
搭
載
さ
れ
た
モ
デ
ル
が
あ
る
そ

う
な
の
で
、
そ
う
遠
く
な
い
未
来
、

実
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

「せんい生活」のキクラゲ入りお総菜セット

　キクラゲ好きにはたまらないお総菜は、ご飯のおとも
やおつまみにぴったり。キクラゲ佃煮、シイタケとキク
ラゲ佃煮、キクラゲきんぴら、キクラゲぽん酢あえの４
種を各２袋セットにしてお１人様にプレゼントします。
■問合せ　せんい生活
   　　　　 （中林町 420　☎２４－１８２１）

●
川
辺
川
、
球
磨
川
を
大
切
に
。

こ
れ
か
ら
も
尺
ア
ユ
が
育
つ
清
流

を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。（
神
奈

川
県
）

●
人
情
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
ま
す
。（
東
京
都
）

●
高
校
時
代
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
育
て
て
い
た
だ
い
た

人
吉
市
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
寄
付

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
茨

城
県
）

●
美
し
い
ま
ち
、
水
、
そ
し
て
お

い
し
い
焼
酎
造
り
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（
和
歌
山
県
）

●
大
好
き
な
自
治
体
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
！
（
東
京
都
）

●
人
吉
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ャ
ツ
が
広

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
香

川
県
）

◎
２
月
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

３
４
６
件

８
２
６
万
９
千
円
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チャンネル

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① RKK テレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

ひ と よ し の 情 報 発 信

ふるさと納税、観光、妊娠出産や子育て、福祉介護情報など、
市民の皆さんに必要な行政情報をたくさん掲載しています。

人吉市公式フェイスブック（人吉市役所）
市からの最新情
報を載せていま
す。

人よしライフ（人吉市移住定住サイト）

人吉市への移住・定住を考えている人に役立つ、人吉の観光・
産業や支援制度、求人情報などを紹介しています。

人吉市公式フェイスブック（日本のふるさとひとよし）

人吉の旬なイベ
ント情報を載せ
ています。

人吉市公式インスタグラム
人吉市の公式インスタグ
ラム。人吉の見どころ、
イベント、景色など、イ
ンスタ映えするものを紹
介します。

広報ひとよしをスマホでチェック！

マチを好きに
なるアプリ

ダウンロードは
こちらから

人吉市ホームページ

行事カレンダー
14 ㈰
15 ㈪
16 ㈫
17 ㈬
18 ㈭
19 ㈮
20 ㈯

21 ㈰
人吉市長選挙、人吉市議会議
員選挙、田野高原フットパス
ツアー

22 ㈪ カルヴァーリョ・ラッソ人吉
１日体験教室（SP）

23 ㈫
24 ㈬
25 ㈭

４月
１ ㈪ 広報配布
２ ㈫
３ ㈬
４ ㈭
５ ㈮
６ ㈯
７ ㈰ 熊本県議会議員選挙
８ ㈪ 市内小・中学校始業式
９ ㈫ 市内小・中学校入学式
10 ㈬
11 ㈭ 人吉市長選挙公開討論会（CP）
12 ㈮

13 ㈯ 中原城跡発掘調査現地説明会
（中城町）

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

26 ㈮ 広報配布

27 ㈯ 人吉お城まつり（ふるさと歴
史の広場、～ 28日）

28 ㈰
29 ㈪ 昭和の日
30 ㈫ 休日

５月
１ ㈬ 休日
２ ㈭ 休日
３ ㈮ 憲法記念日
４ ㈯ みどりの日
５ ㈰ こどもの日
６ ㈪ 振替休日
７ ㈫
８ ㈬

地デジ
３

各種相談ガイド

無料法律相談(予約制)

予約時に、氏名・住所・電話番号・相談内容を確認します。場合によっ
ては相談を受けられないことがあります。
日時：５月７日㈫　 午前10時～午後３時
　　　５月21日㈫　午前10時～午後３時
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

暮らし安心法律相談(予約制)

生活上の法律に関する相談に、司法書士会が協力します。
日時：５月９日㈭　午後１時30分～４時
場所：市総合福祉センター
問合せ：市社会福祉協議会(☎24－9192)

暮らしのなんでも相談(行政相談)

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮らしに関
するお悩みなどの相談に応じます。
日時：５月28日㈫　午前10時～正午
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216）

心配ごと・無料法律相談(予約優先)

借金問題や就労相談など、日常生活に関わるさまざまな心配ごと
の相談に応じます。
日時：５月17日㈮　午後１時～３時
場所：錦町保健センター
問合せ：錦町住民福祉課(☎38－1112）

介護者家族会

介護する人同士で、日頃の悩みや不安などを語り合います。
日時：５月８日㈬　午後１時～３時
場所：市保健センター
問合せ：市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　(☎22－2111　内線1234)

こころの健康相談(予約制)

こころの健康についてご相談ください。
日時・場所：５月９日㈭　午後２時～３時、人吉保健所
　　　　　　 ５月24日㈮　午後２時～３時、多良木町多目的研修

センター
問合せ：人吉保健所保健予防課(☎22－3107)

５月の八代年金事務所年金出張相談(予約制)

年金に関する相談に応じます。八代年金事務所でも年金相談を受
け付けています(予約制)。
日時：毎週月曜　午前９時30分～午後５時（６日を除く）
場所：東西コミセン
予約先：八代年金事務所(☎0965－35－6123)
問合せ：市保険年金課国保年金係(☎22－2111　内線1222)

■ 暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。相談は無
　 料で秘密は固く守られます。何でもご相談ください。
問合せ　市消費生活センター (☎22－2111　内線1215・1216)

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

１ ㈬
ひとよし内科 ２４－１２１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２－９１８３
豊永耳鼻咽喉科医院 ２２－２０３１ ココ薬局 ２２－７９９５
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

２ ㈭

浜田醫院 ２２－３４１５ 人吉けんこう堂薬局 ２２－１０２０
人吉皮膚科医院 ２２－６２１１ 高階誠心堂薬局西間店 ２２－７８８０
公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

３ ㈮
人吉中央温泉病院 ２４－２８５４ あおい調剤薬局 ３２－７６７７
外山胃腸病院 ２２－３２２１ 宝来調剤薬局 ２２－６８８４
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

４ ㈯

万江病院 ２２－２３５７ さくら調剤薬局瓦屋店 ２２－１６７７
平井整形外科リハビリテーション
クリニック ２４－８２１３ エスエス堂城本店 ２２－０３３７

やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

５ ㈰
光永医院 ２２－２３６６ エスエス堂瓦屋店 ２２－６５５０
愛甲産婦人科 ２２－４０２０ まえだ薬局 ２３－２９８７
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

６ ㈪
堤病院付属九日町診療所 ２２－２２５１ さくら調剤薬局九日町店 ２２－２１６２
みなみ眼科 ２２－６８２０
堤病院付属九日町診療所小児科 ２２－２２５１

12 ㈰
みのだ内科循環器科 ２８－３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２－８８５０
三浦整形外科医院 ２２－３４０１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７
人吉医療センター小児科 ２２－２１９１

19 ㈰
外山内科 ２２－２００３ にのまち薬局 ２３－６９３３
吉村皮ふ科医院 ２２－７５５５ ミユキ薬局インター店 ２２－７４７２
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

26 ㈰
人吉リハビリテーション病院 ２４－６１１１ あけぼの薬局 ２２－１１８０
みのる診療所 ２４－７２５８ 翠薬局 ２８－３９６１
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

救急
病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１
年中無休 清風はなみずき薬局 ２８－３７３９

球磨病院 ２２－３１２１

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

５月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

35 34HITOYOSHI　2019.04.01 広報ひとよし　４月号



編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
企
画
課

〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
1578

番
地
１

https://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

hitoyoshi.kum
am
oto.jp

☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
広

報
ひ

と
よ

し
  平

成
31

年
４

月
１

日
号

  第
1116

号

場所：ふるさと歴史の広場・
　　　九日町通り一帯

問合せ　日本百名城 人吉お城まつり実行委員会事務局（市観光振興課内  ☎２２－２１１１ 内線５１４１）

※  会場周辺に一般車両の駐車場はありません。臨時
駐車場（球磨地域振興局、モナコパレス東間店）か
ら祭り会場まで無料シャトルバスを運行します。

※  会場周辺で交通規制を行います。ご迷惑をお掛け
しますがご理解とご協力をお願いします。

※ 祭り会場周辺でのドローンの使用は禁止します。
※  ４月 29 日 ( 月 ) の午前６時から春のクリーン人吉

早朝清掃を行います。皆さんの参加をお願いします。

車両通行止め
■４月 27 日 ( 土 )
　・ 中央信用金庫前交差点（五日町）～林

り ん ろ く じ

鹿寺前交差
　点（麓町）　午前 10 時～ 11 時

　・ 牛車前交差点（上青井町）～札の辻交差点（九日町）
　　午後５時 30 分～ 10 時
　・ 札の辻交差点（九日町）～中央信用金庫前交差点

（五日町）　午後６時～ 10 時
　・ ラーメン竜前交差点（紺屋町）～裁判所前交差点

（寺町）　午後６時～ 10 時
■４月 27 日 ( 土 )・28 日 ( 日 )
　・ 水の手橋南側たもと～人吉城歴史館～旧市役所正

　面交差点（麓町）　午前 10 時～午後５時

４27 28土 日


